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ＲＩ会長  フランチェスコ・アレッツォ

第 2500 地区ガバナー
佐渡　正幸（釧路北 RC）

本日のプログラム

次週例会 地区大会に参加して（理事会）

地区補助金事業報告（社会奉仕委員会）

■ロータリーソング：それでこそロータリー　　■ソングリーダー：本間　　剛君
■会員数　　107名
■ビジター　
■ゲスト　　釧路猛禽類医学研究所 副代表　渡邊　有希子様　　　
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　　　　　　　   荒井　　剛会長
　皆さん、こんに
ちは。明日からい
よいよ地区大会が
始まります。明日
の夜、釧路ナイト
がありますので、
ご出席の方、どう

ぞよろしくお願いいたします。
　タイから今のガバナーと昨年度のガバナーともう一
方の３名が釧路に来られます。明日の晩餐会のあとに、
釧路ナイトのあとの二次会にガバナーなど３名を連れ
て行くことになっております。釧路ナイトにご参加の
方、タイから来られた３名の方と交流していただけれ
ばと思います。私が責任をもって連れて行きますので
よろしくお願いいたします。
　その地区大会について一言、お話したいと思います。
　明日の10月24日は、ポリオデーと呼ばれています。
ポリオデーなので幣舞橋周辺のＭＯＯの横・EGGに
いま看板を掛けていますが、明日の午後４時過ぎに夕
日に合わせてポリオ撲滅運動のシャツを着て、皆さん
と歩いてライトアップをするイベントがあります。ご
都合のつく方はぜひそこに参加していただければと思
います。
　このポリオ撲滅運動ですけれど、いろいろなところ
で言われていますが、大事な話なので改めて説明した
いと思います。
　ロータリーが長年取り組んでいるイベントないし活

動の中で一番、世界にとっていいことだと、いいこと
をしているのだな、というのがポリオ撲滅運動だと言
われております。
　これは、1985 年に開始しましたが、当時は年間
35万人くらいの子どもたちが「小児マヒ」、いわゆる
ポリオに罹っていたのですが、その年をきっかけに、
ワクチン接種がフィリピンから始まりました。ロータ
リーが先駆けていろいろな活動を行いました。
　どこと組んだのかですが、世界保健機構のＷＨＯ、
ユニセフ、マイクロソフトのビル・ゲイツ財団と手を
組んで、今でも毎年、多額の資金を投入した結果、
99.9 パーセントまで撲滅に至っております。
　よく言われているのが、99.9 パーセントまで減っ
たものの、パキスタンとアフガニスタンではまだ何例
か出ていることから 100 パーセントに至っていませ
ん。ここで、99.9 パーセントまで行ったのだから、
そんなにお金をつぎ込まなくてもいいのではないか、
とかロータリーとして別のことをやったほうがいいの
ではないか、とか自分たちが出すお金をポリオにかけ
なくてもいいのではないか、日本ではポリオが撲滅で
きているから関係ないのではないか、という声がチラ
チラ出ていますけど、ここがすごく大事だと言われて
います。
　99.9 パーセントだとしても、ほぉっておいて、こ
こで止めると 10年以内に年間 20万人くらいの小児
マヒを起こす可能性のあるポリオに感染する子どもた
ちが一気に増えて、これが止まらなくなるので、
99.9パーセントの先の100パーセントに行くために、

今こそお金をつぎ込まなくてはいけないと言われてい
るそうです。
　今年の国際大会で、ビル・ゲイツ財団とロータリー
が約束したことがあります。この３年間で４億 5000
万ドルをつぎ込むと言われております。ロータリーは
年間 5000 万ドル、ビル・ゲイツ財団はその倍の１億
ドル、これを３年続けるので４億 5000 万ドルつぎ込
むと言われています。
　皆さんから「ポリオ・プラス」のために出資いただ
いているお金は、年会費の中に入れて払っていただい
ております。これ、いくらかというと上期 1000 円、
下期 1000 円で合計 2000 円をいただいております。
皆さんからいただいた 2000 円が日本全国から、世界
のロータリアンから集まったものがポリオ撲滅に渡っ
ていると理解していただきたいと思います。
　各会員からは２000 円ですがポリオ撲滅運動につ
ながって、自分たちがロータリアンとして活動してい
る中で、もし、100 パーセントに達したら自分たち
が出したお金少しがそれにつながったと他の人に説明
できるのではないかと思います。ぜひ、ご協力のほど、
最後までよろしくお願いします。
　では、明日からの地区大会、よろしくお願いいたし
ます。以上です。

幹事報告　田坂　　渉副幹事
　皆さん、こんにちは。会長からお話がありましたが、
地区大会が明日から開催されます。明日はポリオデー
ということで幣舞橋周辺の行進があります。後ほど、
ポリオデーにちなんだ募金箱を回しますので協力をお
願いいたします。
　明日は釧路ナイトとして 18時から『はたご家』で
予定しておりますのでよろしくお願いします。
　土曜日は受付登録が９時からとなっております。９
時 15分に国際交流センターの正面玄関で記念写真の
撮影がありますのでご参加の方は集合をよろしくお願
いします。
　以上です。 

90 周年実行委員会についての報告
　　　　　　　　　工藤　彦夫会長エレクト

　皆さん、こんにち
は。90周年につい
てご報告いたしま
す。
　先般の理事会で承
認を受けたことです
が、実行委員会体制

にすることと、実行委員長とそのメンバーについても
承認を受けました。実行委員長には大変ご苦労をかけ
ると思いますけれどよろしくお願いいたします。

　実行委員長を脇弘幸君にお願いしております。脇君
です。よろしくお願いいたします。
脇君、一言、お願いします。　

創立 90周年記念実行委員会　脇　　弘幸実行委員長
　皆さん、こんにち
は。ただいま、工藤
会長エレクトからお
話がありましたとお
り、来年予定してい
る創立 90周年記念
実行委員会の実行委

員長を務めさせていただきます。
　この長い歴史、90年という時をつないできたクラ
ブの周年の実行委員長を務めさせていただくというの
は、私自身にとって大変光栄なことと思っております。
　ただ、50周年の実行委員長が清水パストガバナー、
60周年が泉パスト会長、70周年が吉田潤司パストガ
バナー、そして前回の 80周年は尾越パスト会長が務
められたことで、この並びの中で、本当に私でいいの
かととても不安になるところでありますが、そこは皆
さん一人一人の力をお借りしてしっかりと準備をし
て、釧路ロータリークラブにふさわしい 90周年を準
備し、実行していきたいと思っていますので、皆さん、
どうぞよろしくお願いいたします。
　もう少し時間をいただいて。いま、実行委員会の組
織が少しずつ出来上がってきています。実行委員会の
役について皆さんにご報告をさせていただきます。
　副実行委員長に杉村荘平君、実行委員会幹事に濱口
憲太君、そして今回は４つの部会の部会長を選任して
おります。その４人部会長をフォローしまとめていた
だく統括部会長を選任させていただきました。二人お
りますが、一人目の統括部会長は浅川正紳君、二人目
の統括部会長が中島徳政君。そして、部会長が４名お
ります。一人目が池田一己君、同じく部会長・松井聖
治君、同じく部会長・村上祐二君、４人目の部会長・
日理一哉君。以上のメンバーが中心になって 90周年
の実行委員会がしっかりリードしていきたいと考えて
おります。
　どうか皆様も会員が一丸となって、釧路ロータリー
クラブにふさわしい 90周年を実行したいと考えてお
ります。そして、みんなで一緒にお祝いをしたいと思
いますので、どうぞよろしくお願いいたします。あり
がとうございました。

社会奉仕委員会　得地　　哉委員長
　皆さん、こんに
ちは。社会奉仕委
員会委員長の得地
です。よろしくお
願いいたします。
　池田副会長がニ
コニコをしている
のに私がしていない事実にいま気づきました。
　体験ツアーについて簡単に報告したいと思います。
地区補助金事業を活用した事業です。ご存じのとおり
釧路地域の小学校３年生から６年生を対象として、講
師に釧路湿原の魅力を伝えていただく事業として今回
で３回目になります。私は今回、初めての参加でした
が、なで今までの２回に参加していなかったのか、本
当に悔しいくらい楽しい事業でした。
　内容は、10月４～５日で、参加人数は両日ともに
小学生 20名程度と大人が 13名程度で、各日 30名
強で行われました。
　私は４日に参加しました。冒頭のセレモニーで釧路
湿原展望台前において平澤ガバナー補佐、荒井会長か
らご挨拶をいただき、その後、展望台の見学を行いま
した。展望台の施設は古くて、少し陳腐化、老朽化し
ている感じはありますが、状態を知っていただくのに
は十分な資料かと思います。
　そのあとは温根内ビジターセンターに移動して、全
員が胴長を着用して湿原の中に入って行きました。ガ
イドの方を先頭にして川を渡って、湿原の中に入って
行くのですが、川を越えたあたりはぬかるみが多くて、
木下さんと私は巨体なことで何度もズボズボはまりな
がら進んで行きました。奥に入って行くと湿原の上は
水の上ですからフワフワな状態です。ウオーターベッ
トの上を歩いている感じでした。
　だんだん木が少なくなって、低い木が中心になると、
木の樹齢の測り方を教えていただく機会がありまし
た。すると、そんなに太い木でなくても樹齢が 55年
とかあるのを知って、湿原って大変な所だな、と感じ
ました。
　水の上の草の上で大人がジャンプして、その衝撃を
子どもが体感することも行いました。聞くところによ
ると 1.5 メートル以上も堆積しているという状態のよ
うです。
　ずーっと奥に入って行くと『ヤチマナコ』、底なし
沼みたいな所、そこに入る体験もさせていただきまし
た。私はもちろん支えてもらえないので、入れてもら
えませんでした。子どもたちは両脇を大人たちに抱え
られてヤチマナコにズボーンと入る体験もしました。

ヤチマナコの見極め方も教えていただきました。湿原
の中に入ることはなかなかないと思いますが、水草が
浮いている。ほかの所は水があって水草が浮いていな
い。明らかに水草らしいものがチョボチョボと浮いて
いる所はヤチマナコだから注意してください、という
ことでしたから皆さんがもし湿原に入る機会がありま
したら気を付けていただきたいと思います。
　出発地点に戻って来て記念撮影を行って湿原展望台
でお昼ごはんを食べました。
　そのあと、釧路湿原野生生物保護センターへ移動し
て、本日の講師でもある渡邊先生からシマフクロウ、
オオワシ、オジロワシの生態、おかれている現状など
を中心にレクチャーをいただきました。そのあとは、
２班に分かれて野生生物保護センターの展示施設の見
学を行いました。猛禽類医学研究所バックヤードツ
アーでワシなどがたくさんいる所を見せていただきま
した。
すべて終了したあと鳥取神社へ移動して、子どもたち
の振り返り学習がありました。その中ではソーラーパ
ネルをテーマにして講師との掛け合いで進めて、最後
に釧路湿原を守るための大人へのメッセージを画用紙
に書いて発表していただきました。
子どもたちから様々なメッセージがありました。そこ
で未来を担う子どもたちのために、この自然を守って
いくことの大切さを改めて痛感した次第です。
最後にアンケートに記入して終了となりました。
今回で３回目です。補助金事業としては一区切りとな
りますが、次回以降は今までの湿原西側から東側に舞
台を移して、冬の時期に行うか、カヌーを行うかなど
いろいろ企画されているようなので、私も楽しみにし
ています。皆さんも来年度以降にも参加していただけ
ればと思います。報告は以上です。
続きまして、講師のご紹介をさせていただきます。
先般、釧路市にメガソーラー建設に対して猛禽類医学
研究所の齊藤代表が独自の報告書を提出されました
が、その際にも同席されておりました株式会社猛禽類
医学研究所副代表。獣医師の渡邊有希子先生です。
　渡邊先生は宮城県生まれで、帯広畜産大学畜産学部
獣医学科家畜解剖学講座を卒業されました。在学中に
ゼニガタアザラシの研究に携わったことをきっかけに
して、野生動物の保全活動を始めたそうです。現在は、
猛禽類医学研究所副代表・獣医師として釧路湿原野生
生物保護センターを拠点にシマフクロウやオジロワ
シ、オオワシの保護増殖事業、傷病鳥類の救護、鳥類
の鉛中毒や油汚染、鳥インフルエンザ感染症などの対
応に従事されております。 
　現在、環境省希少野生動植物種保存推進委員、北海
道獣医師会野生動物部会委員、釧路市社会文化財保護
審議会委員などを務められております。
　それでは、渡邊先生、よろしくお願いいたします。

猛禽類医学研究所 副代表、獣医師・渡辺有希子様
　ご紹介いただき
ましてありがとう
ございます。本日
このような貴重な
ご機会をいただき
まして御礼申し上
げます。また、先
般行われました行事のところでも子どもたちはもちろ
んなのですけども、参加された大人の方々も汗だくに
なりながらも楽しかったという感想をおっしゃってい
たのがすごく印象的で、私たち環境教育にも力は入れ
ているのですが、子どもにも体験してもらうというの
も大事って思いつつも、大人も体験していただくとい
うのはすごく大事だなと改めて感じた次第です。
本日はいただいた時間の中で、釧路湿原野生生物保護
センターで行われている活動をご紹介させていただこ
うと思って、いくつかスライドをご用意しています。
私たち猛禽類研究所は株式会社でして、民間の会社に
なるのですけども、こちらの野生生物保護センターは
環境省の施設ですが、環境省から業務委託を受ける形
でこちらのセンターの運営に関与しております。実際
には、収容として傷病収容っていうものは、傷ついた
ワシ、フクロウなどが運び込まれて来ます。私たちも
全ての動物が貴重なのは分かってはいるものの、その
中でも生態系の頂点に位置する猛禽類、アンブレラ種
に着目して、彼ら猛禽類を守ることがその傘の下にい
る動物たちも守ることにつながるという概念から希少
種の救護に携わっているのです。実は救護というのは、
ケガをしたものだけではなくて、死亡個体も全て集め
てもらっています。今週の日曜日に千歳のほうで一般
の方から「飛べないオジロワシの幼鳥がいる」と通報
いただいて、環境省と協力をして搬送してきました。
ひとつは愛護的観点、救護というのは発見した時に「何
とかしたい」と思う、いま日本人が持っている当たり
前の気持ちというのを大事にしていきたいなと思いま
す。これも平和だからという観点もあるのですけれど
も、他の動物に対して、環境に対して、注目していく、
慈しんでいく考え方を大事にしていきたいなと感じて
います。
なので、社会科学、人文科学にも通じるところなので
すけれども、命を救おうと思う気持ちに応えていきた
い。また、それを環境教育につなげていったり、それ
こそ救護というのは市民の皆さんが参加するきっかけ
になります。そこから行政につなぐきっかけにもなる
と思っております。一方で、救護、命助ける云々だけ
ではなくて、一羽一羽の命が次世代を生み出す貴重な
きっかけの命のつながりですし、鳥類臨床というのは
なかなかないのです。獣医の中でも小鳥とかの臨床や

られている先生がものすごく少なくって、なかなかペ
イしないっていう事情もあるのですが、治療リハビリ
技術の向上という意味では、私たちはティーチング・
ホスピタルとして、日本国内には他にはない医療機器
を揃えつつ、獣医学生さんや先生方にも来ていただい
て学んでいただく施設にしたいと思っています。
収容原因、一羽を助けることに重点を置くだけではな
くて、何が起きているのかの収容原因を解明すること
で、鳥インフルエンザのように人にも来うる感染症が
あります。実は今朝、根室で回収されたカラスの死体
が簡易検査で陽性が出ましたので、おそらく夕方に発
表なると思うのですけれども、昨年も鳥インフルエン
ザたくさん発生しました。哺乳類に感染しうる状況に
なっていて、アザラシやラッコを私たちが初発見した
のですけども、これが牛にくるかもしれない、皆さん
の飼っている猫にくるかもしれないというところで正
しく怖がりつつ、対応していくのがすごく大事なこと
になります。
きっかけとして、大量死につながるような人にも来う
るような病気は、傷ついた鳥たち、亡くなった鳥たち
が教えてくれる窓口だと考えてこの救護活動を行って
います。
この観点からするとＳＤＧｓでは、小学生もみんな頑
張って取り組もうという形で一丸となっています。こ
れはウエディングケーキと呼ばれるＳＤＧｓの構造図
ですけれども、根幹をなす環境はすごく大事で、社会
経済の発展には土台となる環境がいかにしっかりして
いるかが大事ですというのが、どおしても忘れがちな
のですけど、ここを私たちも皆さんに伝えるきっかけ
にしたいと思って、救護のお話などをさせていただい
ておりました。
『ベック』と私たち名付けているオジロワシの個体で
す。ひとつの事例としてご紹介しようと思ってスライ
ド用意しています。網走で発見された個体です。見て
いただくと、ちょっとクチバシ変だなと。こちらのク
チバシないというのがお分かりかと思うのですが、ク
チバシがないので自分で食べることができないので
す。人工のクチバシを付けることで、ちょっとカクカ
クしてしまった動画ですけれども、自分で食べられる
ようになったのです。良かったねというストーリーで
はあるのですが、ここに至るまではたくさんの方々の
協力を得ています。
収容当初です。交通事故なので頭を打って、ずりむけ
状態で運び込まれて来て、それから半年近くかけて皮
膚移植などしながら、私たちにも初めての試みなので
すけども、良くなってきました。でも今度は、「クチ
バシをどうやって作ればいいのだろう」と。獣医師と
いうのはその分野は得意ではないのです。髪の毛や爪
と同じ素材なのですけれども、作ってみても、どうも
重くて付けられませんでした。接着面がどうしても擦

れて血が出てしまったりして、難儀しました。
その際に協力してもらったのが、歯医者さん、歯科技
工士さんなのです。「こういう困っている鳥がいる」
ということを知っていただいた時に、「自分にも何か
できるかも」という形でご協力いただきました。来て
いただいて麻酔をかけながら、ベックの頭の型取りを
して、フィットする型を作って義歯・人工のクチバシ
を作っていただきました。当然、フィッテング、これ
を合わせなきゃいけないので技工士さんに来ていただ
いて、「ちょっとここ出ているから削りましょう」み
たいに。皆さんが歯医者さんで経験されるのと同じで
す。
こんなことは私たちにはできないし、知らないのです。
でも、私たちが一人でやるべきものではないと思って
いて、皆さんのいろんな知見、技術などをお借りしな
がら一緒にやっていく。ベックがいることで一緒に
やっていくきっかけになったとすごく感じました。
出来上がったものを付けてもらうと、オジロワシっぽ
い顔つきに戻ってきました。自分でご飯も食べられる
というのが、この画像です。上のクチバシがないと、
つまむことができなません。餌を喉の奥に送り込むこ
とができないことから、つまみ上げて食べる仕草だけ
でも、すごくクチバシって大事なのだなと教えても
らった事例です。
こういった事例があると、NHKの『ダーウィンが来た』
でも取り上げてもらって、いまオンデマンドでも見ら
れるようなので、もしよろしければ見ていただければ
と思うのです。ダーウィンの放送の中でも、年間のア
ワードで７位になって再放送されているのですが、広
く日本中で皆さんに知っていただくきっかけになった
鳥がベックでした。
このようなさまざまな鳥たちがセンターに運び込まれ
て来ますが、基本的には希少種といわれる鳥、これは
オオワシ。世界中のバードウォッチャーが憧れる鳥で、
オホーツクにしかいない、冬場は日本でしか見ること
ができない鳥なのです。すごく綺麗な鳥です。ちょっ
と小さいけれどもオジロワシ、これはこれでシャープ
な綺麗な鳥なのです。冬場にこれだけのオオワシ、オ
ジロワシが集まる場所というのは世界的にもすごく珍
しい所なのです。なので、海外のバードウォッチャー
もこれを求めて見に来る。観光資源としてのポテン
シャルもとても高いのです。
また、シマフクロウも北海道にしか生息しない世界最
大級のフクロウなのです。これがヒナですが、シマフ
クロウのヒナも『トトロ』のモチーフになったのでは
ないかと個人的に思っていますが、数が少ない絶滅危
惧種の鳥なのです。
それがケガをして運び込まれて、運よく包丁で切ると
いうのは全体の 30％ぐらいです。決して多くはない
です。世界的な基準でからすると高い水準は保ててい

るとは自負しているのですけれども、いかんせん収容
される時点で重傷を負っている個体が多いのです。い
かに早く発見して、早く運んで来る、治療につなげる、
もしくは予防をする、というところが大事になってく
ると思っています。
こちらのグラフが収容したオオワシ、オジロワシ、シ
マフクロウの収容原因を分析しています。年によって
若干トレンドが出てきます。近年は、エゾシカと列車
事故が増えていることも含めて背景として、エゾシカ
が先にひかれて、それを餌として求めて来た鳥たちが
自分たちもひかれてしまうという事故が顕在化してい
ます。風車の事故も増えてきています。風車の建設が
増えれば増えるほど事故も 2003 年から極端に増えた
なと感じています。
分析をしていくと、死亡個体のほうが多いのですけど、
彼らの声は、人の声ではないけれども、彼らのメッセー
ジを紐解いて、それを解決していきたいというのが私
たちの大事な活動のひとつでもあります。
救護はひとつのツールであって、それに対して究明す
る、そして技術開発を重ねていく、それによって彼ら
の受けている問題、分析していくとほとんどが人の経
済活動、車に関連する、列車に関連する、もしくはエ
ネルギーに関連する、もしくは商業ベースに関連する
事故に見舞われているというのが分かってきて、それ
をいかに改善するかというのは、やっぱり人が起こし
ている以上は人が何とかすべきだと感じています。
もうひとつ、活躍してくれる野生に帰ることはできな
い鳥たちです。片方の翼がない状態でワシたちがセン
ターにおります。日曜日に運び込まれたオジロワシも
幼鳥なのですけども、その間ずっと飛べない時が一月
以上あったのだと思います。もう骨がボロボロで腐り
かけていたのです。けど、親は飛べない幼鳥に対して、
ずっとご飯を運び続けてくれていたのです。生き延び
ることができていたけれど、残念ながら羽を整復する
ことはできず、昨日、断翼、翼を切る手術をしました。
そのまま残していると、壊死すると敗血症になってし
まうので、翼を切る選択をしました。野生にはもう帰
れない。こういった形で他の仲間たちとセンターで暮
らしてもらおうと思うのですが、今度はどう彼らに生
きてもらうかです。勝手なのですけども、彼らに教え
てもらいたいと思って実験を繰り返しています。
例えば、ワシが飛べるケージのここにワシいるのです。
こういうポールを立てます。この幅を見ているのです。
どの幅だったら間通って来るけど、この幅だったらよ
けてくれる。それをどう活用するかというと、実際の
事故現場に持って行って活用していくのです。写真小
さくて見えにくいのですけど、環状線を通って行くと、
道路の横に金属のポールがたくさん並んでいる所があ
ります。あれはオジロワシの事故対策として、こうい
うポールを立てることで鳥たちにこの上を飛んでもら

うのです。事前に発信機を付けて追跡調査などもして
いますので、ここは車との接触の多い危険な場所だと
いうのが分かっているので、そこにポールの幅を実験
した上で立てていきます。
感電事故に対しても、危険な場所に近づくのを防ぐた
めに邪魔になるバードチェッカーを付けますが、いろ
いろな色、形を開発してみて、しかも、電力会社さん
と一緒に開発して、これを付けることでこういう事故
を二度と起こさないようにしています。
風力発電も増えていますが、プロペラ型ではない新し
い形が導入できないのかというのをセンターで実験し
たりしています。
いろいろな取り組みでは、彼らがいて実験できます・
協力できます、というのがあるのです。いろいろな事
業がありますけども、ステークホルダーといわれる事
業者と対立したいわけではなくて、こういう器具どう
でしょうか、こういうシートはどうでしょうか、など
どのように解決していくかの話し合いの場、協議の場
を作り出してくれるのが、ある意味、鳥たちがいるお
かげだなと思っています。
近年は、先ほどご紹介いただいたように太陽光発電、
いま釧路湿原の近隣で多数の太陽光発電が開発されて
いて、５～６年前から急増しているのです。私たちも
決して全部ダメだと言っているわけでないです。太陽
光がダメだと言っているわけでもないです。「ここは
ダメだ」と申し上げているのです。
そのひとつとしては、チュウヒ。全国的に数が少なく
なっているチュウヒが餌をとる、もしくは巣を作る場
所、チュウヒに限らず今はほぼ絶滅してしまったので
はないかと心配されているシマアオジとかオオジシ
ギ、そしてタンチョウなども利用する地域でわざわざ
切り開いてまで作らなきゃならないのかという矛盾に
多くの市民の方々が賛同の声をあげてくれたことで、
今の動きになっていると感じています。
場所によっては全然作ることに対して何の問題もない
と思いますし、事前に調査をして影響がない形で進め
られるのであれば、開発行為が私たちの利用にも経済
の発展にもつながるものだと思っています。
こちらは海外の事例になるのですが、ロシアで石油天
然ガスの開発がすごく盛んに行われています。例えば、
オオワシに発信機を付けて追ってみると、彼らにして
みれば国境ないので、冬はサハリンから北海道に渡っ
て来て、夏になると戻って繁殖して、もしくはカムチャ
ツカに行く個体もいるのです。こういう渡りルートが
見えてきます。
ひとたび、森を切り開かれてパイプラインが作られて
いると、繁殖できないオオワシが増えてしまい、ヒナ
が生まれない。または、油汚染事故が起きると、この
界隈のものがオオワシに限らず大打撃をくらってしま
う。という意味では、人の経済活動というのは、国を

またいでも影響を及ぼすということから、私が北海道
に住む中では、北海道で暮らしてくれる鳥たち、冬を
過ごしてくれるワシたちが健全に過ごして、無事に繁
殖地に帰れるように過ごしてもらう、その責任がある
なと感じるのです。国内だけではなく海外の事例にも
注目していく必要があるなと痛感しています。
太陽光、ここまでというのは私たちも予想外ではある
のですけれども、いろんなことが日々起きていますが、
やっぱり人が何かを起こしているというのは垣間見え
てきます。ぜひ皆さんと一緒に何かできないか、もし
くは発信していくこともご協力いただければすごく嬉
しく思います。ホームページや SNS もやっておりま
すので、今日の夜、アルピニストの野口健さんがいま
釧路に入られております。きょうの夜、うちの代表の
齊藤慶輔とのクロストークがありますが、いろんな形
で皆さんが告知にご協力いただけると嬉しいですし、
何よりも事業でもご利用いただきましたが、釧路湿原
野生生物保護センターにはこういうワシたち、野生に
は帰ることはできないけど活躍してくれるワシたちが
いますので、それを見て感じていただいて、お知り合
いの方に広めていただいたて、それこそ環境教育やい
ろんなイベント中でご利用いただけると、そこから広
がりも見えるかなと思いますので、ぜひご活用くださ
い。
来館者数を増やさないと予算が削られてしまうという
実情もありますので、皆さんにご利用いただかねばと
痛感しております。
本日は、こういったご紹介いただけるお時間いただき
まして、ありがとうございます。ぜひ遠慮なくご相談
ください。どうぞよろしくお願いいたします。

会長謝辞
　渡邊さん、どうもありがとうございました。今日ご
覧になってオジロワシ、オオワシ以外にもチュウヒと
いうものも非常にいま希少種で、私が調べたところ全
国で 150 組ぐらいのつがいしかいないのです。シマ
フクロウよりむしろ少ないのではないかというぐらい
のチュウヒも希少種で釧路湿原にいるということで、
そういった鳥の保護活動とかされている貴重な研究所
ですので、お子さん連れや大人の方もぜひぜひ研究所
に訪れてみていただければと思います。
私いまバッジ付けているのですが、猛禽類のピンバッ
ジも売っていますので、ぜひ買ってください。私もク
ラウドファンディングやって、齊藤先生のデザインさ
れたものなのかな、水筒とか持っていますので、ぜひ
皆さん一人でも多く行っていただければと思います。
本日は本当にありがとうございました。

会長の時間
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　　　　　　　   荒井　　剛会長
　皆さん、こんに
ちは。明日からい
よいよ地区大会が
始まります。明日
の夜、釧路ナイト
がありますので、
ご出席の方、どう

ぞよろしくお願いいたします。
　タイから今のガバナーと昨年度のガバナーともう一
方の３名が釧路に来られます。明日の晩餐会のあとに、
釧路ナイトのあとの二次会にガバナーなど３名を連れ
て行くことになっております。釧路ナイトにご参加の
方、タイから来られた３名の方と交流していただけれ
ばと思います。私が責任をもって連れて行きますので
よろしくお願いいたします。
　その地区大会について一言、お話したいと思います。
　明日の10月24日は、ポリオデーと呼ばれています。
ポリオデーなので幣舞橋周辺のＭＯＯの横・EGGに
いま看板を掛けていますが、明日の午後４時過ぎに夕
日に合わせてポリオ撲滅運動のシャツを着て、皆さん
と歩いてライトアップをするイベントがあります。ご
都合のつく方はぜひそこに参加していただければと思
います。
　このポリオ撲滅運動ですけれど、いろいろなところ
で言われていますが、大事な話なので改めて説明した
いと思います。
　ロータリーが長年取り組んでいるイベントないし活

動の中で一番、世界にとっていいことだと、いいこと
をしているのだな、というのがポリオ撲滅運動だと言
われております。
　これは、1985 年に開始しましたが、当時は年間
35万人くらいの子どもたちが「小児マヒ」、いわゆる
ポリオに罹っていたのですが、その年をきっかけに、
ワクチン接種がフィリピンから始まりました。ロータ
リーが先駆けていろいろな活動を行いました。
　どこと組んだのかですが、世界保健機構のＷＨＯ、
ユニセフ、マイクロソフトのビル・ゲイツ財団と手を
組んで、今でも毎年、多額の資金を投入した結果、
99.9 パーセントまで撲滅に至っております。
　よく言われているのが、99.9 パーセントまで減っ
たものの、パキスタンとアフガニスタンではまだ何例
か出ていることから 100 パーセントに至っていませ
ん。ここで、99.9 パーセントまで行ったのだから、
そんなにお金をつぎ込まなくてもいいのではないか、
とかロータリーとして別のことをやったほうがいいの
ではないか、とか自分たちが出すお金をポリオにかけ
なくてもいいのではないか、日本ではポリオが撲滅で
きているから関係ないのではないか、という声がチラ
チラ出ていますけど、ここがすごく大事だと言われて
います。
　99.9 パーセントだとしても、ほぉっておいて、こ
こで止めると 10年以内に年間 20万人くらいの小児
マヒを起こす可能性のあるポリオに感染する子どもた
ちが一気に増えて、これが止まらなくなるので、
99.9パーセントの先の100パーセントに行くために、

今こそお金をつぎ込まなくてはいけないと言われてい
るそうです。
　今年の国際大会で、ビル・ゲイツ財団とロータリー
が約束したことがあります。この３年間で４億 5000
万ドルをつぎ込むと言われております。ロータリーは
年間 5000 万ドル、ビル・ゲイツ財団はその倍の１億
ドル、これを３年続けるので４億 5000 万ドルつぎ込
むと言われています。
　皆さんから「ポリオ・プラス」のために出資いただ
いているお金は、年会費の中に入れて払っていただい
ております。これ、いくらかというと上期 1000 円、
下期 1000 円で合計 2000 円をいただいております。
皆さんからいただいた 2000 円が日本全国から、世界
のロータリアンから集まったものがポリオ撲滅に渡っ
ていると理解していただきたいと思います。
　各会員からは２000 円ですがポリオ撲滅運動につ
ながって、自分たちがロータリアンとして活動してい
る中で、もし、100 パーセントに達したら自分たち
が出したお金少しがそれにつながったと他の人に説明
できるのではないかと思います。ぜひ、ご協力のほど、
最後までよろしくお願いします。
　では、明日からの地区大会、よろしくお願いいたし
ます。以上です。

幹事報告　田坂　　渉副幹事
　皆さん、こんにちは。会長からお話がありましたが、
地区大会が明日から開催されます。明日はポリオデー
ということで幣舞橋周辺の行進があります。後ほど、
ポリオデーにちなんだ募金箱を回しますので協力をお
願いいたします。
　明日は釧路ナイトとして 18時から『はたご家』で
予定しておりますのでよろしくお願いします。
　土曜日は受付登録が９時からとなっております。９
時 15分に国際交流センターの正面玄関で記念写真の
撮影がありますのでご参加の方は集合をよろしくお願
いします。
　以上です。 

90 周年実行委員会についての報告
　　　　　　　　　工藤　彦夫会長エレクト

　皆さん、こんにち
は。90周年につい
てご報告いたしま
す。
　先般の理事会で承
認を受けたことです
が、実行委員会体制

にすることと、実行委員長とそのメンバーについても
承認を受けました。実行委員長には大変ご苦労をかけ
ると思いますけれどよろしくお願いいたします。

　実行委員長を脇弘幸君にお願いしております。脇君
です。よろしくお願いいたします。
脇君、一言、お願いします。　

創立 90周年記念実行委員会　脇　　弘幸実行委員長
　皆さん、こんにち
は。ただいま、工藤
会長エレクトからお
話がありましたとお
り、来年予定してい
る創立 90周年記念
実行委員会の実行委

員長を務めさせていただきます。
　この長い歴史、90年という時をつないできたクラ
ブの周年の実行委員長を務めさせていただくというの
は、私自身にとって大変光栄なことと思っております。
　ただ、50周年の実行委員長が清水パストガバナー、
60周年が泉パスト会長、70周年が吉田潤司パストガ
バナー、そして前回の 80周年は尾越パスト会長が務
められたことで、この並びの中で、本当に私でいいの
かととても不安になるところでありますが、そこは皆
さん一人一人の力をお借りしてしっかりと準備をし
て、釧路ロータリークラブにふさわしい 90周年を準
備し、実行していきたいと思っていますので、皆さん、
どうぞよろしくお願いいたします。
　もう少し時間をいただいて。いま、実行委員会の組
織が少しずつ出来上がってきています。実行委員会の
役について皆さんにご報告をさせていただきます。
　副実行委員長に杉村荘平君、実行委員会幹事に濱口
憲太君、そして今回は４つの部会の部会長を選任して
おります。その４人部会長をフォローしまとめていた
だく統括部会長を選任させていただきました。二人お
りますが、一人目の統括部会長は浅川正紳君、二人目
の統括部会長が中島徳政君。そして、部会長が４名お
ります。一人目が池田一己君、同じく部会長・松井聖
治君、同じく部会長・村上祐二君、４人目の部会長・
日理一哉君。以上のメンバーが中心になって 90周年
の実行委員会がしっかりリードしていきたいと考えて
おります。
　どうか皆様も会員が一丸となって、釧路ロータリー
クラブにふさわしい 90周年を実行したいと考えてお
ります。そして、みんなで一緒にお祝いをしたいと思
いますので、どうぞよろしくお願いいたします。あり
がとうございました。

社会奉仕委員会　得地　　哉委員長
　皆さん、こんに
ちは。社会奉仕委
員会委員長の得地
です。よろしくお
願いいたします。
　池田副会長がニ
コニコをしている
のに私がしていない事実にいま気づきました。
　体験ツアーについて簡単に報告したいと思います。
地区補助金事業を活用した事業です。ご存じのとおり
釧路地域の小学校３年生から６年生を対象として、講
師に釧路湿原の魅力を伝えていただく事業として今回
で３回目になります。私は今回、初めての参加でした
が、なで今までの２回に参加していなかったのか、本
当に悔しいくらい楽しい事業でした。
　内容は、10月４～５日で、参加人数は両日ともに
小学生 20名程度と大人が 13名程度で、各日 30名
強で行われました。
　私は４日に参加しました。冒頭のセレモニーで釧路
湿原展望台前において平澤ガバナー補佐、荒井会長か
らご挨拶をいただき、その後、展望台の見学を行いま
した。展望台の施設は古くて、少し陳腐化、老朽化し
ている感じはありますが、状態を知っていただくのに
は十分な資料かと思います。
　そのあとは温根内ビジターセンターに移動して、全
員が胴長を着用して湿原の中に入って行きました。ガ
イドの方を先頭にして川を渡って、湿原の中に入って
行くのですが、川を越えたあたりはぬかるみが多くて、
木下さんと私は巨体なことで何度もズボズボはまりな
がら進んで行きました。奥に入って行くと湿原の上は
水の上ですからフワフワな状態です。ウオーターベッ
トの上を歩いている感じでした。
　だんだん木が少なくなって、低い木が中心になると、
木の樹齢の測り方を教えていただく機会がありまし
た。すると、そんなに太い木でなくても樹齢が 55年
とかあるのを知って、湿原って大変な所だな、と感じ
ました。
　水の上の草の上で大人がジャンプして、その衝撃を
子どもが体感することも行いました。聞くところによ
ると 1.5 メートル以上も堆積しているという状態のよ
うです。
　ずーっと奥に入って行くと『ヤチマナコ』、底なし
沼みたいな所、そこに入る体験もさせていただきまし
た。私はもちろん支えてもらえないので、入れてもら
えませんでした。子どもたちは両脇を大人たちに抱え
られてヤチマナコにズボーンと入る体験もしました。

ヤチマナコの見極め方も教えていただきました。湿原
の中に入ることはなかなかないと思いますが、水草が
浮いている。ほかの所は水があって水草が浮いていな
い。明らかに水草らしいものがチョボチョボと浮いて
いる所はヤチマナコだから注意してください、という
ことでしたから皆さんがもし湿原に入る機会がありま
したら気を付けていただきたいと思います。
　出発地点に戻って来て記念撮影を行って湿原展望台
でお昼ごはんを食べました。
　そのあと、釧路湿原野生生物保護センターへ移動し
て、本日の講師でもある渡邊先生からシマフクロウ、
オオワシ、オジロワシの生態、おかれている現状など
を中心にレクチャーをいただきました。そのあとは、
２班に分かれて野生生物保護センターの展示施設の見
学を行いました。猛禽類医学研究所バックヤードツ
アーでワシなどがたくさんいる所を見せていただきま
した。
すべて終了したあと鳥取神社へ移動して、子どもたち
の振り返り学習がありました。その中ではソーラーパ
ネルをテーマにして講師との掛け合いで進めて、最後
に釧路湿原を守るための大人へのメッセージを画用紙
に書いて発表していただきました。
子どもたちから様々なメッセージがありました。そこ
で未来を担う子どもたちのために、この自然を守って
いくことの大切さを改めて痛感した次第です。
最後にアンケートに記入して終了となりました。
今回で３回目です。補助金事業としては一区切りとな
りますが、次回以降は今までの湿原西側から東側に舞
台を移して、冬の時期に行うか、カヌーを行うかなど
いろいろ企画されているようなので、私も楽しみにし
ています。皆さんも来年度以降にも参加していただけ
ればと思います。報告は以上です。
続きまして、講師のご紹介をさせていただきます。
先般、釧路市にメガソーラー建設に対して猛禽類医学
研究所の齊藤代表が独自の報告書を提出されました
が、その際にも同席されておりました株式会社猛禽類
医学研究所副代表。獣医師の渡邊有希子先生です。
　渡邊先生は宮城県生まれで、帯広畜産大学畜産学部
獣医学科家畜解剖学講座を卒業されました。在学中に
ゼニガタアザラシの研究に携わったことをきっかけに
して、野生動物の保全活動を始めたそうです。現在は、
猛禽類医学研究所副代表・獣医師として釧路湿原野生
生物保護センターを拠点にシマフクロウやオジロワ
シ、オオワシの保護増殖事業、傷病鳥類の救護、鳥類
の鉛中毒や油汚染、鳥インフルエンザ感染症などの対
応に従事されております。 
　現在、環境省希少野生動植物種保存推進委員、北海
道獣医師会野生動物部会委員、釧路市社会文化財保護
審議会委員などを務められております。
　それでは、渡邊先生、よろしくお願いいたします。

猛禽類医学研究所 副代表、獣医師・渡辺有希子様
　ご紹介いただき
ましてありがとう
ございます。本日
このような貴重な
ご機会をいただき
まして御礼申し上
げます。また、先
般行われました行事のところでも子どもたちはもちろ
んなのですけども、参加された大人の方々も汗だくに
なりながらも楽しかったという感想をおっしゃってい
たのがすごく印象的で、私たち環境教育にも力は入れ
ているのですが、子どもにも体験してもらうというの
も大事って思いつつも、大人も体験していただくとい
うのはすごく大事だなと改めて感じた次第です。
本日はいただいた時間の中で、釧路湿原野生生物保護
センターで行われている活動をご紹介させていただこ
うと思って、いくつかスライドをご用意しています。
私たち猛禽類研究所は株式会社でして、民間の会社に
なるのですけども、こちらの野生生物保護センターは
環境省の施設ですが、環境省から業務委託を受ける形
でこちらのセンターの運営に関与しております。実際
には、収容として傷病収容っていうものは、傷ついた
ワシ、フクロウなどが運び込まれて来ます。私たちも
全ての動物が貴重なのは分かってはいるものの、その
中でも生態系の頂点に位置する猛禽類、アンブレラ種
に着目して、彼ら猛禽類を守ることがその傘の下にい
る動物たちも守ることにつながるという概念から希少
種の救護に携わっているのです。実は救護というのは、
ケガをしたものだけではなくて、死亡個体も全て集め
てもらっています。今週の日曜日に千歳のほうで一般
の方から「飛べないオジロワシの幼鳥がいる」と通報
いただいて、環境省と協力をして搬送してきました。
ひとつは愛護的観点、救護というのは発見した時に「何
とかしたい」と思う、いま日本人が持っている当たり
前の気持ちというのを大事にしていきたいなと思いま
す。これも平和だからという観点もあるのですけれど
も、他の動物に対して、環境に対して、注目していく、
慈しんでいく考え方を大事にしていきたいなと感じて
います。
なので、社会科学、人文科学にも通じるところなので
すけれども、命を救おうと思う気持ちに応えていきた
い。また、それを環境教育につなげていったり、それ
こそ救護というのは市民の皆さんが参加するきっかけ
になります。そこから行政につなぐきっかけにもなる
と思っております。一方で、救護、命助ける云々だけ
ではなくて、一羽一羽の命が次世代を生み出す貴重な
きっかけの命のつながりですし、鳥類臨床というのは
なかなかないのです。獣医の中でも小鳥とかの臨床や

られている先生がものすごく少なくって、なかなかペ
イしないっていう事情もあるのですが、治療リハビリ
技術の向上という意味では、私たちはティーチング・
ホスピタルとして、日本国内には他にはない医療機器
を揃えつつ、獣医学生さんや先生方にも来ていただい
て学んでいただく施設にしたいと思っています。
収容原因、一羽を助けることに重点を置くだけではな
くて、何が起きているのかの収容原因を解明すること
で、鳥インフルエンザのように人にも来うる感染症が
あります。実は今朝、根室で回収されたカラスの死体
が簡易検査で陽性が出ましたので、おそらく夕方に発
表なると思うのですけれども、昨年も鳥インフルエン
ザたくさん発生しました。哺乳類に感染しうる状況に
なっていて、アザラシやラッコを私たちが初発見した
のですけども、これが牛にくるかもしれない、皆さん
の飼っている猫にくるかもしれないというところで正
しく怖がりつつ、対応していくのがすごく大事なこと
になります。
きっかけとして、大量死につながるような人にも来う
るような病気は、傷ついた鳥たち、亡くなった鳥たち
が教えてくれる窓口だと考えてこの救護活動を行って
います。
この観点からするとＳＤＧｓでは、小学生もみんな頑
張って取り組もうという形で一丸となっています。こ
れはウエディングケーキと呼ばれるＳＤＧｓの構造図
ですけれども、根幹をなす環境はすごく大事で、社会
経済の発展には土台となる環境がいかにしっかりして
いるかが大事ですというのが、どおしても忘れがちな
のですけど、ここを私たちも皆さんに伝えるきっかけ
にしたいと思って、救護のお話などをさせていただい
ておりました。
『ベック』と私たち名付けているオジロワシの個体で
す。ひとつの事例としてご紹介しようと思ってスライ
ド用意しています。網走で発見された個体です。見て
いただくと、ちょっとクチバシ変だなと。こちらのク
チバシないというのがお分かりかと思うのですが、ク
チバシがないので自分で食べることができないので
す。人工のクチバシを付けることで、ちょっとカクカ
クしてしまった動画ですけれども、自分で食べられる
ようになったのです。良かったねというストーリーで
はあるのですが、ここに至るまではたくさんの方々の
協力を得ています。
収容当初です。交通事故なので頭を打って、ずりむけ
状態で運び込まれて来て、それから半年近くかけて皮
膚移植などしながら、私たちにも初めての試みなので
すけども、良くなってきました。でも今度は、「クチ
バシをどうやって作ればいいのだろう」と。獣医師と
いうのはその分野は得意ではないのです。髪の毛や爪
と同じ素材なのですけれども、作ってみても、どうも
重くて付けられませんでした。接着面がどうしても擦

れて血が出てしまったりして、難儀しました。
その際に協力してもらったのが、歯医者さん、歯科技
工士さんなのです。「こういう困っている鳥がいる」
ということを知っていただいた時に、「自分にも何か
できるかも」という形でご協力いただきました。来て
いただいて麻酔をかけながら、ベックの頭の型取りを
して、フィットする型を作って義歯・人工のクチバシ
を作っていただきました。当然、フィッテング、これ
を合わせなきゃいけないので技工士さんに来ていただ
いて、「ちょっとここ出ているから削りましょう」み
たいに。皆さんが歯医者さんで経験されるのと同じで
す。
こんなことは私たちにはできないし、知らないのです。
でも、私たちが一人でやるべきものではないと思って
いて、皆さんのいろんな知見、技術などをお借りしな
がら一緒にやっていく。ベックがいることで一緒に
やっていくきっかけになったとすごく感じました。
出来上がったものを付けてもらうと、オジロワシっぽ
い顔つきに戻ってきました。自分でご飯も食べられる
というのが、この画像です。上のクチバシがないと、
つまむことができなません。餌を喉の奥に送り込むこ
とができないことから、つまみ上げて食べる仕草だけ
でも、すごくクチバシって大事なのだなと教えても
らった事例です。
こういった事例があると、NHKの『ダーウィンが来た』
でも取り上げてもらって、いまオンデマンドでも見ら
れるようなので、もしよろしければ見ていただければ
と思うのです。ダーウィンの放送の中でも、年間のア
ワードで７位になって再放送されているのですが、広
く日本中で皆さんに知っていただくきっかけになった
鳥がベックでした。
このようなさまざまな鳥たちがセンターに運び込まれ
て来ますが、基本的には希少種といわれる鳥、これは
オオワシ。世界中のバードウォッチャーが憧れる鳥で、
オホーツクにしかいない、冬場は日本でしか見ること
ができない鳥なのです。すごく綺麗な鳥です。ちょっ
と小さいけれどもオジロワシ、これはこれでシャープ
な綺麗な鳥なのです。冬場にこれだけのオオワシ、オ
ジロワシが集まる場所というのは世界的にもすごく珍
しい所なのです。なので、海外のバードウォッチャー
もこれを求めて見に来る。観光資源としてのポテン
シャルもとても高いのです。
また、シマフクロウも北海道にしか生息しない世界最
大級のフクロウなのです。これがヒナですが、シマフ
クロウのヒナも『トトロ』のモチーフになったのでは
ないかと個人的に思っていますが、数が少ない絶滅危
惧種の鳥なのです。
それがケガをして運び込まれて、運よく包丁で切ると
いうのは全体の 30％ぐらいです。決して多くはない
です。世界的な基準でからすると高い水準は保ててい

るとは自負しているのですけれども、いかんせん収容
される時点で重傷を負っている個体が多いのです。い
かに早く発見して、早く運んで来る、治療につなげる、
もしくは予防をする、というところが大事になってく
ると思っています。
こちらのグラフが収容したオオワシ、オジロワシ、シ
マフクロウの収容原因を分析しています。年によって
若干トレンドが出てきます。近年は、エゾシカと列車
事故が増えていることも含めて背景として、エゾシカ
が先にひかれて、それを餌として求めて来た鳥たちが
自分たちもひかれてしまうという事故が顕在化してい
ます。風車の事故も増えてきています。風車の建設が
増えれば増えるほど事故も 2003 年から極端に増えた
なと感じています。
分析をしていくと、死亡個体のほうが多いのですけど、
彼らの声は、人の声ではないけれども、彼らのメッセー
ジを紐解いて、それを解決していきたいというのが私
たちの大事な活動のひとつでもあります。
救護はひとつのツールであって、それに対して究明す
る、そして技術開発を重ねていく、それによって彼ら
の受けている問題、分析していくとほとんどが人の経
済活動、車に関連する、列車に関連する、もしくはエ
ネルギーに関連する、もしくは商業ベースに関連する
事故に見舞われているというのが分かってきて、それ
をいかに改善するかというのは、やっぱり人が起こし
ている以上は人が何とかすべきだと感じています。
もうひとつ、活躍してくれる野生に帰ることはできな
い鳥たちです。片方の翼がない状態でワシたちがセン
ターにおります。日曜日に運び込まれたオジロワシも
幼鳥なのですけども、その間ずっと飛べない時が一月
以上あったのだと思います。もう骨がボロボロで腐り
かけていたのです。けど、親は飛べない幼鳥に対して、
ずっとご飯を運び続けてくれていたのです。生き延び
ることができていたけれど、残念ながら羽を整復する
ことはできず、昨日、断翼、翼を切る手術をしました。
そのまま残していると、壊死すると敗血症になってし
まうので、翼を切る選択をしました。野生にはもう帰
れない。こういった形で他の仲間たちとセンターで暮
らしてもらおうと思うのですが、今度はどう彼らに生
きてもらうかです。勝手なのですけども、彼らに教え
てもらいたいと思って実験を繰り返しています。
例えば、ワシが飛べるケージのここにワシいるのです。
こういうポールを立てます。この幅を見ているのです。
どの幅だったら間通って来るけど、この幅だったらよ
けてくれる。それをどう活用するかというと、実際の
事故現場に持って行って活用していくのです。写真小
さくて見えにくいのですけど、環状線を通って行くと、
道路の横に金属のポールがたくさん並んでいる所があ
ります。あれはオジロワシの事故対策として、こうい
うポールを立てることで鳥たちにこの上を飛んでもら

うのです。事前に発信機を付けて追跡調査などもして
いますので、ここは車との接触の多い危険な場所だと
いうのが分かっているので、そこにポールの幅を実験
した上で立てていきます。
感電事故に対しても、危険な場所に近づくのを防ぐた
めに邪魔になるバードチェッカーを付けますが、いろ
いろな色、形を開発してみて、しかも、電力会社さん
と一緒に開発して、これを付けることでこういう事故
を二度と起こさないようにしています。
風力発電も増えていますが、プロペラ型ではない新し
い形が導入できないのかというのをセンターで実験し
たりしています。
いろいろな取り組みでは、彼らがいて実験できます・
協力できます、というのがあるのです。いろいろな事
業がありますけども、ステークホルダーといわれる事
業者と対立したいわけではなくて、こういう器具どう
でしょうか、こういうシートはどうでしょうか、など
どのように解決していくかの話し合いの場、協議の場
を作り出してくれるのが、ある意味、鳥たちがいるお
かげだなと思っています。
近年は、先ほどご紹介いただいたように太陽光発電、
いま釧路湿原の近隣で多数の太陽光発電が開発されて
いて、５～６年前から急増しているのです。私たちも
決して全部ダメだと言っているわけでないです。太陽
光がダメだと言っているわけでもないです。「ここは
ダメだ」と申し上げているのです。
そのひとつとしては、チュウヒ。全国的に数が少なく
なっているチュウヒが餌をとる、もしくは巣を作る場
所、チュウヒに限らず今はほぼ絶滅してしまったので
はないかと心配されているシマアオジとかオオジシ
ギ、そしてタンチョウなども利用する地域でわざわざ
切り開いてまで作らなきゃならないのかという矛盾に
多くの市民の方々が賛同の声をあげてくれたことで、
今の動きになっていると感じています。
場所によっては全然作ることに対して何の問題もない
と思いますし、事前に調査をして影響がない形で進め
られるのであれば、開発行為が私たちの利用にも経済
の発展にもつながるものだと思っています。
こちらは海外の事例になるのですが、ロシアで石油天
然ガスの開発がすごく盛んに行われています。例えば、
オオワシに発信機を付けて追ってみると、彼らにして
みれば国境ないので、冬はサハリンから北海道に渡っ
て来て、夏になると戻って繁殖して、もしくはカムチャ
ツカに行く個体もいるのです。こういう渡りルートが
見えてきます。
ひとたび、森を切り開かれてパイプラインが作られて
いると、繁殖できないオオワシが増えてしまい、ヒナ
が生まれない。または、油汚染事故が起きると、この
界隈のものがオオワシに限らず大打撃をくらってしま
う。という意味では、人の経済活動というのは、国を

またいでも影響を及ぼすということから、私が北海道
に住む中では、北海道で暮らしてくれる鳥たち、冬を
過ごしてくれるワシたちが健全に過ごして、無事に繁
殖地に帰れるように過ごしてもらう、その責任がある
なと感じるのです。国内だけではなく海外の事例にも
注目していく必要があるなと痛感しています。
太陽光、ここまでというのは私たちも予想外ではある
のですけれども、いろんなことが日々起きていますが、
やっぱり人が何かを起こしているというのは垣間見え
てきます。ぜひ皆さんと一緒に何かできないか、もし
くは発信していくこともご協力いただければすごく嬉
しく思います。ホームページや SNS もやっておりま
すので、今日の夜、アルピニストの野口健さんがいま
釧路に入られております。きょうの夜、うちの代表の
齊藤慶輔とのクロストークがありますが、いろんな形
で皆さんが告知にご協力いただけると嬉しいですし、
何よりも事業でもご利用いただきましたが、釧路湿原
野生生物保護センターにはこういうワシたち、野生に
は帰ることはできないけど活躍してくれるワシたちが
いますので、それを見て感じていただいて、お知り合
いの方に広めていただいたて、それこそ環境教育やい
ろんなイベント中でご利用いただけると、そこから広
がりも見えるかなと思いますので、ぜひご活用くださ
い。
来館者数を増やさないと予算が削られてしまうという
実情もありますので、皆さんにご利用いただかねばと
痛感しております。
本日は、こういったご紹介いただけるお時間いただき
まして、ありがとうございます。ぜひ遠慮なくご相談
ください。どうぞよろしくお願いいたします。

会長謝辞
　渡邊さん、どうもありがとうございました。今日ご
覧になってオジロワシ、オオワシ以外にもチュウヒと
いうものも非常にいま希少種で、私が調べたところ全
国で 150 組ぐらいのつがいしかいないのです。シマ
フクロウよりむしろ少ないのではないかというぐらい
のチュウヒも希少種で釧路湿原にいるということで、
そういった鳥の保護活動とかされている貴重な研究所
ですので、お子さん連れや大人の方もぜひぜひ研究所
に訪れてみていただければと思います。
私いまバッジ付けているのですが、猛禽類のピンバッ
ジも売っていますので、ぜひ買ってください。私もク
ラウドファンディングやって、齊藤先生のデザインさ
れたものなのかな、水筒とか持っていますので、ぜひ
皆さん一人でも多く行っていただければと思います。
本日は本当にありがとうございました。
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■ 本日のプログラム ■
地区補助金事業報告

　　　　　　　   荒井　　剛会長
　皆さん、こんに
ちは。明日からい
よいよ地区大会が
始まります。明日
の夜、釧路ナイト
がありますので、
ご出席の方、どう

ぞよろしくお願いいたします。
　タイから今のガバナーと昨年度のガバナーともう一
方の３名が釧路に来られます。明日の晩餐会のあとに、
釧路ナイトのあとの二次会にガバナーなど３名を連れ
て行くことになっております。釧路ナイトにご参加の
方、タイから来られた３名の方と交流していただけれ
ばと思います。私が責任をもって連れて行きますので
よろしくお願いいたします。
　その地区大会について一言、お話したいと思います。
　明日の10月24日は、ポリオデーと呼ばれています。
ポリオデーなので幣舞橋周辺のＭＯＯの横・EGGに
いま看板を掛けていますが、明日の午後４時過ぎに夕
日に合わせてポリオ撲滅運動のシャツを着て、皆さん
と歩いてライトアップをするイベントがあります。ご
都合のつく方はぜひそこに参加していただければと思
います。
　このポリオ撲滅運動ですけれど、いろいろなところ
で言われていますが、大事な話なので改めて説明した
いと思います。
　ロータリーが長年取り組んでいるイベントないし活

動の中で一番、世界にとっていいことだと、いいこと
をしているのだな、というのがポリオ撲滅運動だと言
われております。
　これは、1985 年に開始しましたが、当時は年間
35万人くらいの子どもたちが「小児マヒ」、いわゆる
ポリオに罹っていたのですが、その年をきっかけに、
ワクチン接種がフィリピンから始まりました。ロータ
リーが先駆けていろいろな活動を行いました。
　どこと組んだのかですが、世界保健機構のＷＨＯ、
ユニセフ、マイクロソフトのビル・ゲイツ財団と手を
組んで、今でも毎年、多額の資金を投入した結果、
99.9 パーセントまで撲滅に至っております。
　よく言われているのが、99.9 パーセントまで減っ
たものの、パキスタンとアフガニスタンではまだ何例
か出ていることから 100 パーセントに至っていませ
ん。ここで、99.9 パーセントまで行ったのだから、
そんなにお金をつぎ込まなくてもいいのではないか、
とかロータリーとして別のことをやったほうがいいの
ではないか、とか自分たちが出すお金をポリオにかけ
なくてもいいのではないか、日本ではポリオが撲滅で
きているから関係ないのではないか、という声がチラ
チラ出ていますけど、ここがすごく大事だと言われて
います。
　99.9 パーセントだとしても、ほぉっておいて、こ
こで止めると 10年以内に年間 20万人くらいの小児
マヒを起こす可能性のあるポリオに感染する子どもた
ちが一気に増えて、これが止まらなくなるので、
99.9パーセントの先の100パーセントに行くために、

今こそお金をつぎ込まなくてはいけないと言われてい
るそうです。
　今年の国際大会で、ビル・ゲイツ財団とロータリー
が約束したことがあります。この３年間で４億 5000
万ドルをつぎ込むと言われております。ロータリーは
年間 5000 万ドル、ビル・ゲイツ財団はその倍の１億
ドル、これを３年続けるので４億 5000 万ドルつぎ込
むと言われています。
　皆さんから「ポリオ・プラス」のために出資いただ
いているお金は、年会費の中に入れて払っていただい
ております。これ、いくらかというと上期 1000 円、
下期 1000 円で合計 2000 円をいただいております。
皆さんからいただいた 2000 円が日本全国から、世界
のロータリアンから集まったものがポリオ撲滅に渡っ
ていると理解していただきたいと思います。
　各会員からは２000 円ですがポリオ撲滅運動につ
ながって、自分たちがロータリアンとして活動してい
る中で、もし、100 パーセントに達したら自分たち
が出したお金少しがそれにつながったと他の人に説明
できるのではないかと思います。ぜひ、ご協力のほど、
最後までよろしくお願いします。
　では、明日からの地区大会、よろしくお願いいたし
ます。以上です。

幹事報告　田坂　　渉副幹事
　皆さん、こんにちは。会長からお話がありましたが、
地区大会が明日から開催されます。明日はポリオデー
ということで幣舞橋周辺の行進があります。後ほど、
ポリオデーにちなんだ募金箱を回しますので協力をお
願いいたします。
　明日は釧路ナイトとして 18時から『はたご家』で
予定しておりますのでよろしくお願いします。
　土曜日は受付登録が９時からとなっております。９
時 15分に国際交流センターの正面玄関で記念写真の
撮影がありますのでご参加の方は集合をよろしくお願
いします。
　以上です。 

90 周年実行委員会についての報告
　　　　　　　　　工藤　彦夫会長エレクト

　皆さん、こんにち
は。90周年につい
てご報告いたしま
す。
　先般の理事会で承
認を受けたことです
が、実行委員会体制

にすることと、実行委員長とそのメンバーについても
承認を受けました。実行委員長には大変ご苦労をかけ
ると思いますけれどよろしくお願いいたします。

　実行委員長を脇弘幸君にお願いしております。脇君
です。よろしくお願いいたします。
脇君、一言、お願いします。　

創立 90周年記念実行委員会　脇　　弘幸実行委員長
　皆さん、こんにち
は。ただいま、工藤
会長エレクトからお
話がありましたとお
り、来年予定してい
る創立 90周年記念
実行委員会の実行委

員長を務めさせていただきます。
　この長い歴史、90年という時をつないできたクラ
ブの周年の実行委員長を務めさせていただくというの
は、私自身にとって大変光栄なことと思っております。
　ただ、50周年の実行委員長が清水パストガバナー、
60周年が泉パスト会長、70周年が吉田潤司パストガ
バナー、そして前回の 80周年は尾越パスト会長が務
められたことで、この並びの中で、本当に私でいいの
かととても不安になるところでありますが、そこは皆
さん一人一人の力をお借りしてしっかりと準備をし
て、釧路ロータリークラブにふさわしい 90周年を準
備し、実行していきたいと思っていますので、皆さん、
どうぞよろしくお願いいたします。
　もう少し時間をいただいて。いま、実行委員会の組
織が少しずつ出来上がってきています。実行委員会の
役について皆さんにご報告をさせていただきます。
　副実行委員長に杉村荘平君、実行委員会幹事に濱口
憲太君、そして今回は４つの部会の部会長を選任して
おります。その４人部会長をフォローしまとめていた
だく統括部会長を選任させていただきました。二人お
りますが、一人目の統括部会長は浅川正紳君、二人目
の統括部会長が中島徳政君。そして、部会長が４名お
ります。一人目が池田一己君、同じく部会長・松井聖
治君、同じく部会長・村上祐二君、４人目の部会長・
日理一哉君。以上のメンバーが中心になって 90周年
の実行委員会がしっかりリードしていきたいと考えて
おります。
　どうか皆様も会員が一丸となって、釧路ロータリー
クラブにふさわしい 90周年を実行したいと考えてお
ります。そして、みんなで一緒にお祝いをしたいと思
いますので、どうぞよろしくお願いいたします。あり
がとうございました。

社会奉仕委員会　得地　　哉委員長
　皆さん、こんに
ちは。社会奉仕委
員会委員長の得地
です。よろしくお
願いいたします。
　池田副会長がニ
コニコをしている
のに私がしていない事実にいま気づきました。
　体験ツアーについて簡単に報告したいと思います。
地区補助金事業を活用した事業です。ご存じのとおり
釧路地域の小学校３年生から６年生を対象として、講
師に釧路湿原の魅力を伝えていただく事業として今回
で３回目になります。私は今回、初めての参加でした
が、なで今までの２回に参加していなかったのか、本
当に悔しいくらい楽しい事業でした。
　内容は、10月４～５日で、参加人数は両日ともに
小学生 20名程度と大人が 13名程度で、各日 30名
強で行われました。
　私は４日に参加しました。冒頭のセレモニーで釧路
湿原展望台前において平澤ガバナー補佐、荒井会長か
らご挨拶をいただき、その後、展望台の見学を行いま
した。展望台の施設は古くて、少し陳腐化、老朽化し
ている感じはありますが、状態を知っていただくのに
は十分な資料かと思います。
　そのあとは温根内ビジターセンターに移動して、全
員が胴長を着用して湿原の中に入って行きました。ガ
イドの方を先頭にして川を渡って、湿原の中に入って
行くのですが、川を越えたあたりはぬかるみが多くて、
木下さんと私は巨体なことで何度もズボズボはまりな
がら進んで行きました。奥に入って行くと湿原の上は
水の上ですからフワフワな状態です。ウオーターベッ
トの上を歩いている感じでした。
　だんだん木が少なくなって、低い木が中心になると、
木の樹齢の測り方を教えていただく機会がありまし
た。すると、そんなに太い木でなくても樹齢が 55年
とかあるのを知って、湿原って大変な所だな、と感じ
ました。
　水の上の草の上で大人がジャンプして、その衝撃を
子どもが体感することも行いました。聞くところによ
ると 1.5 メートル以上も堆積しているという状態のよ
うです。
　ずーっと奥に入って行くと『ヤチマナコ』、底なし
沼みたいな所、そこに入る体験もさせていただきまし
た。私はもちろん支えてもらえないので、入れてもら
えませんでした。子どもたちは両脇を大人たちに抱え
られてヤチマナコにズボーンと入る体験もしました。

ヤチマナコの見極め方も教えていただきました。湿原
の中に入ることはなかなかないと思いますが、水草が
浮いている。ほかの所は水があって水草が浮いていな
い。明らかに水草らしいものがチョボチョボと浮いて
いる所はヤチマナコだから注意してください、という
ことでしたから皆さんがもし湿原に入る機会がありま
したら気を付けていただきたいと思います。
　出発地点に戻って来て記念撮影を行って湿原展望台
でお昼ごはんを食べました。
　そのあと、釧路湿原野生生物保護センターへ移動し
て、本日の講師でもある渡邊先生からシマフクロウ、
オオワシ、オジロワシの生態、おかれている現状など
を中心にレクチャーをいただきました。そのあとは、
２班に分かれて野生生物保護センターの展示施設の見
学を行いました。猛禽類医学研究所バックヤードツ
アーでワシなどがたくさんいる所を見せていただきま
した。
すべて終了したあと鳥取神社へ移動して、子どもたち
の振り返り学習がありました。その中ではソーラーパ
ネルをテーマにして講師との掛け合いで進めて、最後
に釧路湿原を守るための大人へのメッセージを画用紙
に書いて発表していただきました。
子どもたちから様々なメッセージがありました。そこ
で未来を担う子どもたちのために、この自然を守って
いくことの大切さを改めて痛感した次第です。
最後にアンケートに記入して終了となりました。
今回で３回目です。補助金事業としては一区切りとな
りますが、次回以降は今までの湿原西側から東側に舞
台を移して、冬の時期に行うか、カヌーを行うかなど
いろいろ企画されているようなので、私も楽しみにし
ています。皆さんも来年度以降にも参加していただけ
ればと思います。報告は以上です。
続きまして、講師のご紹介をさせていただきます。
先般、釧路市にメガソーラー建設に対して猛禽類医学
研究所の齊藤代表が独自の報告書を提出されました
が、その際にも同席されておりました株式会社猛禽類
医学研究所副代表。獣医師の渡邊有希子先生です。
　渡邊先生は宮城県生まれで、帯広畜産大学畜産学部
獣医学科家畜解剖学講座を卒業されました。在学中に
ゼニガタアザラシの研究に携わったことをきっかけに
して、野生動物の保全活動を始めたそうです。現在は、
猛禽類医学研究所副代表・獣医師として釧路湿原野生
生物保護センターを拠点にシマフクロウやオジロワ
シ、オオワシの保護増殖事業、傷病鳥類の救護、鳥類
の鉛中毒や油汚染、鳥インフルエンザ感染症などの対
応に従事されております。 
　現在、環境省希少野生動植物種保存推進委員、北海
道獣医師会野生動物部会委員、釧路市社会文化財保護
審議会委員などを務められております。
　それでは、渡邊先生、よろしくお願いいたします。

猛禽類医学研究所 副代表、獣医師・渡辺有希子様
　ご紹介いただき
ましてありがとう
ございます。本日
このような貴重な
ご機会をいただき
まして御礼申し上
げます。また、先
般行われました行事のところでも子どもたちはもちろ
んなのですけども、参加された大人の方々も汗だくに
なりながらも楽しかったという感想をおっしゃってい
たのがすごく印象的で、私たち環境教育にも力は入れ
ているのですが、子どもにも体験してもらうというの
も大事って思いつつも、大人も体験していただくとい
うのはすごく大事だなと改めて感じた次第です。
本日はいただいた時間の中で、釧路湿原野生生物保護
センターで行われている活動をご紹介させていただこ
うと思って、いくつかスライドをご用意しています。
私たち猛禽類研究所は株式会社でして、民間の会社に
なるのですけども、こちらの野生生物保護センターは
環境省の施設ですが、環境省から業務委託を受ける形
でこちらのセンターの運営に関与しております。実際
には、収容として傷病収容っていうものは、傷ついた
ワシ、フクロウなどが運び込まれて来ます。私たちも
全ての動物が貴重なのは分かってはいるものの、その
中でも生態系の頂点に位置する猛禽類、アンブレラ種
に着目して、彼ら猛禽類を守ることがその傘の下にい
る動物たちも守ることにつながるという概念から希少
種の救護に携わっているのです。実は救護というのは、
ケガをしたものだけではなくて、死亡個体も全て集め
てもらっています。今週の日曜日に千歳のほうで一般
の方から「飛べないオジロワシの幼鳥がいる」と通報
いただいて、環境省と協力をして搬送してきました。
ひとつは愛護的観点、救護というのは発見した時に「何
とかしたい」と思う、いま日本人が持っている当たり
前の気持ちというのを大事にしていきたいなと思いま
す。これも平和だからという観点もあるのですけれど
も、他の動物に対して、環境に対して、注目していく、
慈しんでいく考え方を大事にしていきたいなと感じて
います。
なので、社会科学、人文科学にも通じるところなので
すけれども、命を救おうと思う気持ちに応えていきた
い。また、それを環境教育につなげていったり、それ
こそ救護というのは市民の皆さんが参加するきっかけ
になります。そこから行政につなぐきっかけにもなる
と思っております。一方で、救護、命助ける云々だけ
ではなくて、一羽一羽の命が次世代を生み出す貴重な
きっかけの命のつながりですし、鳥類臨床というのは
なかなかないのです。獣医の中でも小鳥とかの臨床や

られている先生がものすごく少なくって、なかなかペ
イしないっていう事情もあるのですが、治療リハビリ
技術の向上という意味では、私たちはティーチング・
ホスピタルとして、日本国内には他にはない医療機器
を揃えつつ、獣医学生さんや先生方にも来ていただい
て学んでいただく施設にしたいと思っています。
収容原因、一羽を助けることに重点を置くだけではな
くて、何が起きているのかの収容原因を解明すること
で、鳥インフルエンザのように人にも来うる感染症が
あります。実は今朝、根室で回収されたカラスの死体
が簡易検査で陽性が出ましたので、おそらく夕方に発
表なると思うのですけれども、昨年も鳥インフルエン
ザたくさん発生しました。哺乳類に感染しうる状況に
なっていて、アザラシやラッコを私たちが初発見した
のですけども、これが牛にくるかもしれない、皆さん
の飼っている猫にくるかもしれないというところで正
しく怖がりつつ、対応していくのがすごく大事なこと
になります。
きっかけとして、大量死につながるような人にも来う
るような病気は、傷ついた鳥たち、亡くなった鳥たち
が教えてくれる窓口だと考えてこの救護活動を行って
います。
この観点からするとＳＤＧｓでは、小学生もみんな頑
張って取り組もうという形で一丸となっています。こ
れはウエディングケーキと呼ばれるＳＤＧｓの構造図
ですけれども、根幹をなす環境はすごく大事で、社会
経済の発展には土台となる環境がいかにしっかりして
いるかが大事ですというのが、どおしても忘れがちな
のですけど、ここを私たちも皆さんに伝えるきっかけ
にしたいと思って、救護のお話などをさせていただい
ておりました。
『ベック』と私たち名付けているオジロワシの個体で
す。ひとつの事例としてご紹介しようと思ってスライ
ド用意しています。網走で発見された個体です。見て
いただくと、ちょっとクチバシ変だなと。こちらのク
チバシないというのがお分かりかと思うのですが、ク
チバシがないので自分で食べることができないので
す。人工のクチバシを付けることで、ちょっとカクカ
クしてしまった動画ですけれども、自分で食べられる
ようになったのです。良かったねというストーリーで
はあるのですが、ここに至るまではたくさんの方々の
協力を得ています。
収容当初です。交通事故なので頭を打って、ずりむけ
状態で運び込まれて来て、それから半年近くかけて皮
膚移植などしながら、私たちにも初めての試みなので
すけども、良くなってきました。でも今度は、「クチ
バシをどうやって作ればいいのだろう」と。獣医師と
いうのはその分野は得意ではないのです。髪の毛や爪
と同じ素材なのですけれども、作ってみても、どうも
重くて付けられませんでした。接着面がどうしても擦

れて血が出てしまったりして、難儀しました。
その際に協力してもらったのが、歯医者さん、歯科技
工士さんなのです。「こういう困っている鳥がいる」
ということを知っていただいた時に、「自分にも何か
できるかも」という形でご協力いただきました。来て
いただいて麻酔をかけながら、ベックの頭の型取りを
して、フィットする型を作って義歯・人工のクチバシ
を作っていただきました。当然、フィッテング、これ
を合わせなきゃいけないので技工士さんに来ていただ
いて、「ちょっとここ出ているから削りましょう」み
たいに。皆さんが歯医者さんで経験されるのと同じで
す。
こんなことは私たちにはできないし、知らないのです。
でも、私たちが一人でやるべきものではないと思って
いて、皆さんのいろんな知見、技術などをお借りしな
がら一緒にやっていく。ベックがいることで一緒に
やっていくきっかけになったとすごく感じました。
出来上がったものを付けてもらうと、オジロワシっぽ
い顔つきに戻ってきました。自分でご飯も食べられる
というのが、この画像です。上のクチバシがないと、
つまむことができなません。餌を喉の奥に送り込むこ
とができないことから、つまみ上げて食べる仕草だけ
でも、すごくクチバシって大事なのだなと教えても
らった事例です。
こういった事例があると、NHKの『ダーウィンが来た』
でも取り上げてもらって、いまオンデマンドでも見ら
れるようなので、もしよろしければ見ていただければ
と思うのです。ダーウィンの放送の中でも、年間のア
ワードで７位になって再放送されているのですが、広
く日本中で皆さんに知っていただくきっかけになった
鳥がベックでした。
このようなさまざまな鳥たちがセンターに運び込まれ
て来ますが、基本的には希少種といわれる鳥、これは
オオワシ。世界中のバードウォッチャーが憧れる鳥で、
オホーツクにしかいない、冬場は日本でしか見ること
ができない鳥なのです。すごく綺麗な鳥です。ちょっ
と小さいけれどもオジロワシ、これはこれでシャープ
な綺麗な鳥なのです。冬場にこれだけのオオワシ、オ
ジロワシが集まる場所というのは世界的にもすごく珍
しい所なのです。なので、海外のバードウォッチャー
もこれを求めて見に来る。観光資源としてのポテン
シャルもとても高いのです。
また、シマフクロウも北海道にしか生息しない世界最
大級のフクロウなのです。これがヒナですが、シマフ
クロウのヒナも『トトロ』のモチーフになったのでは
ないかと個人的に思っていますが、数が少ない絶滅危
惧種の鳥なのです。
それがケガをして運び込まれて、運よく包丁で切ると
いうのは全体の 30％ぐらいです。決して多くはない
です。世界的な基準でからすると高い水準は保ててい

るとは自負しているのですけれども、いかんせん収容
される時点で重傷を負っている個体が多いのです。い
かに早く発見して、早く運んで来る、治療につなげる、
もしくは予防をする、というところが大事になってく
ると思っています。
こちらのグラフが収容したオオワシ、オジロワシ、シ
マフクロウの収容原因を分析しています。年によって
若干トレンドが出てきます。近年は、エゾシカと列車
事故が増えていることも含めて背景として、エゾシカ
が先にひかれて、それを餌として求めて来た鳥たちが
自分たちもひかれてしまうという事故が顕在化してい
ます。風車の事故も増えてきています。風車の建設が
増えれば増えるほど事故も 2003 年から極端に増えた
なと感じています。
分析をしていくと、死亡個体のほうが多いのですけど、
彼らの声は、人の声ではないけれども、彼らのメッセー
ジを紐解いて、それを解決していきたいというのが私
たちの大事な活動のひとつでもあります。
救護はひとつのツールであって、それに対して究明す
る、そして技術開発を重ねていく、それによって彼ら
の受けている問題、分析していくとほとんどが人の経
済活動、車に関連する、列車に関連する、もしくはエ
ネルギーに関連する、もしくは商業ベースに関連する
事故に見舞われているというのが分かってきて、それ
をいかに改善するかというのは、やっぱり人が起こし
ている以上は人が何とかすべきだと感じています。
もうひとつ、活躍してくれる野生に帰ることはできな
い鳥たちです。片方の翼がない状態でワシたちがセン
ターにおります。日曜日に運び込まれたオジロワシも
幼鳥なのですけども、その間ずっと飛べない時が一月
以上あったのだと思います。もう骨がボロボロで腐り
かけていたのです。けど、親は飛べない幼鳥に対して、
ずっとご飯を運び続けてくれていたのです。生き延び
ることができていたけれど、残念ながら羽を整復する
ことはできず、昨日、断翼、翼を切る手術をしました。
そのまま残していると、壊死すると敗血症になってし
まうので、翼を切る選択をしました。野生にはもう帰
れない。こういった形で他の仲間たちとセンターで暮
らしてもらおうと思うのですが、今度はどう彼らに生
きてもらうかです。勝手なのですけども、彼らに教え
てもらいたいと思って実験を繰り返しています。
例えば、ワシが飛べるケージのここにワシいるのです。
こういうポールを立てます。この幅を見ているのです。
どの幅だったら間通って来るけど、この幅だったらよ
けてくれる。それをどう活用するかというと、実際の
事故現場に持って行って活用していくのです。写真小
さくて見えにくいのですけど、環状線を通って行くと、
道路の横に金属のポールがたくさん並んでいる所があ
ります。あれはオジロワシの事故対策として、こうい
うポールを立てることで鳥たちにこの上を飛んでもら

うのです。事前に発信機を付けて追跡調査などもして
いますので、ここは車との接触の多い危険な場所だと
いうのが分かっているので、そこにポールの幅を実験
した上で立てていきます。
感電事故に対しても、危険な場所に近づくのを防ぐた
めに邪魔になるバードチェッカーを付けますが、いろ
いろな色、形を開発してみて、しかも、電力会社さん
と一緒に開発して、これを付けることでこういう事故
を二度と起こさないようにしています。
風力発電も増えていますが、プロペラ型ではない新し
い形が導入できないのかというのをセンターで実験し
たりしています。
いろいろな取り組みでは、彼らがいて実験できます・
協力できます、というのがあるのです。いろいろな事
業がありますけども、ステークホルダーといわれる事
業者と対立したいわけではなくて、こういう器具どう
でしょうか、こういうシートはどうでしょうか、など
どのように解決していくかの話し合いの場、協議の場
を作り出してくれるのが、ある意味、鳥たちがいるお
かげだなと思っています。
近年は、先ほどご紹介いただいたように太陽光発電、
いま釧路湿原の近隣で多数の太陽光発電が開発されて
いて、５～６年前から急増しているのです。私たちも
決して全部ダメだと言っているわけでないです。太陽
光がダメだと言っているわけでもないです。「ここは
ダメだ」と申し上げているのです。
そのひとつとしては、チュウヒ。全国的に数が少なく
なっているチュウヒが餌をとる、もしくは巣を作る場
所、チュウヒに限らず今はほぼ絶滅してしまったので
はないかと心配されているシマアオジとかオオジシ
ギ、そしてタンチョウなども利用する地域でわざわざ
切り開いてまで作らなきゃならないのかという矛盾に
多くの市民の方々が賛同の声をあげてくれたことで、
今の動きになっていると感じています。
場所によっては全然作ることに対して何の問題もない
と思いますし、事前に調査をして影響がない形で進め
られるのであれば、開発行為が私たちの利用にも経済
の発展にもつながるものだと思っています。
こちらは海外の事例になるのですが、ロシアで石油天
然ガスの開発がすごく盛んに行われています。例えば、
オオワシに発信機を付けて追ってみると、彼らにして
みれば国境ないので、冬はサハリンから北海道に渡っ
て来て、夏になると戻って繁殖して、もしくはカムチャ
ツカに行く個体もいるのです。こういう渡りルートが
見えてきます。
ひとたび、森を切り開かれてパイプラインが作られて
いると、繁殖できないオオワシが増えてしまい、ヒナ
が生まれない。または、油汚染事故が起きると、この
界隈のものがオオワシに限らず大打撃をくらってしま
う。という意味では、人の経済活動というのは、国を

またいでも影響を及ぼすということから、私が北海道
に住む中では、北海道で暮らしてくれる鳥たち、冬を
過ごしてくれるワシたちが健全に過ごして、無事に繁
殖地に帰れるように過ごしてもらう、その責任がある
なと感じるのです。国内だけではなく海外の事例にも
注目していく必要があるなと痛感しています。
太陽光、ここまでというのは私たちも予想外ではある
のですけれども、いろんなことが日々起きていますが、
やっぱり人が何かを起こしているというのは垣間見え
てきます。ぜひ皆さんと一緒に何かできないか、もし
くは発信していくこともご協力いただければすごく嬉
しく思います。ホームページや SNS もやっておりま
すので、今日の夜、アルピニストの野口健さんがいま
釧路に入られております。きょうの夜、うちの代表の
齊藤慶輔とのクロストークがありますが、いろんな形
で皆さんが告知にご協力いただけると嬉しいですし、
何よりも事業でもご利用いただきましたが、釧路湿原
野生生物保護センターにはこういうワシたち、野生に
は帰ることはできないけど活躍してくれるワシたちが
いますので、それを見て感じていただいて、お知り合
いの方に広めていただいたて、それこそ環境教育やい
ろんなイベント中でご利用いただけると、そこから広
がりも見えるかなと思いますので、ぜひご活用くださ
い。
来館者数を増やさないと予算が削られてしまうという
実情もありますので、皆さんにご利用いただかねばと
痛感しております。
本日は、こういったご紹介いただけるお時間いただき
まして、ありがとうございます。ぜひ遠慮なくご相談
ください。どうぞよろしくお願いいたします。

会長謝辞
　渡邊さん、どうもありがとうございました。今日ご
覧になってオジロワシ、オオワシ以外にもチュウヒと
いうものも非常にいま希少種で、私が調べたところ全
国で 150 組ぐらいのつがいしかいないのです。シマ
フクロウよりむしろ少ないのではないかというぐらい
のチュウヒも希少種で釧路湿原にいるということで、
そういった鳥の保護活動とかされている貴重な研究所
ですので、お子さん連れや大人の方もぜひぜひ研究所
に訪れてみていただければと思います。
私いまバッジ付けているのですが、猛禽類のピンバッ
ジも売っていますので、ぜひ買ってください。私もク
ラウドファンディングやって、齊藤先生のデザインさ
れたものなのかな、水筒とか持っていますので、ぜひ
皆さん一人でも多く行っていただければと思います。
本日は本当にありがとうございました。
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　　　　　　　   荒井　　剛会長
　皆さん、こんに
ちは。明日からい
よいよ地区大会が
始まります。明日
の夜、釧路ナイト
がありますので、
ご出席の方、どう

ぞよろしくお願いいたします。
　タイから今のガバナーと昨年度のガバナーともう一
方の３名が釧路に来られます。明日の晩餐会のあとに、
釧路ナイトのあとの二次会にガバナーなど３名を連れ
て行くことになっております。釧路ナイトにご参加の
方、タイから来られた３名の方と交流していただけれ
ばと思います。私が責任をもって連れて行きますので
よろしくお願いいたします。
　その地区大会について一言、お話したいと思います。
　明日の10月24日は、ポリオデーと呼ばれています。
ポリオデーなので幣舞橋周辺のＭＯＯの横・EGGに
いま看板を掛けていますが、明日の午後４時過ぎに夕
日に合わせてポリオ撲滅運動のシャツを着て、皆さん
と歩いてライトアップをするイベントがあります。ご
都合のつく方はぜひそこに参加していただければと思
います。
　このポリオ撲滅運動ですけれど、いろいろなところ
で言われていますが、大事な話なので改めて説明した
いと思います。
　ロータリーが長年取り組んでいるイベントないし活

動の中で一番、世界にとっていいことだと、いいこと
をしているのだな、というのがポリオ撲滅運動だと言
われております。
　これは、1985 年に開始しましたが、当時は年間
35万人くらいの子どもたちが「小児マヒ」、いわゆる
ポリオに罹っていたのですが、その年をきっかけに、
ワクチン接種がフィリピンから始まりました。ロータ
リーが先駆けていろいろな活動を行いました。
　どこと組んだのかですが、世界保健機構のＷＨＯ、
ユニセフ、マイクロソフトのビル・ゲイツ財団と手を
組んで、今でも毎年、多額の資金を投入した結果、
99.9 パーセントまで撲滅に至っております。
　よく言われているのが、99.9 パーセントまで減っ
たものの、パキスタンとアフガニスタンではまだ何例
か出ていることから 100 パーセントに至っていませ
ん。ここで、99.9 パーセントまで行ったのだから、
そんなにお金をつぎ込まなくてもいいのではないか、
とかロータリーとして別のことをやったほうがいいの
ではないか、とか自分たちが出すお金をポリオにかけ
なくてもいいのではないか、日本ではポリオが撲滅で
きているから関係ないのではないか、という声がチラ
チラ出ていますけど、ここがすごく大事だと言われて
います。
　99.9 パーセントだとしても、ほぉっておいて、こ
こで止めると 10年以内に年間 20万人くらいの小児
マヒを起こす可能性のあるポリオに感染する子どもた
ちが一気に増えて、これが止まらなくなるので、
99.9パーセントの先の100パーセントに行くために、

今こそお金をつぎ込まなくてはいけないと言われてい
るそうです。
　今年の国際大会で、ビル・ゲイツ財団とロータリー
が約束したことがあります。この３年間で４億 5000
万ドルをつぎ込むと言われております。ロータリーは
年間 5000 万ドル、ビル・ゲイツ財団はその倍の１億
ドル、これを３年続けるので４億 5000 万ドルつぎ込
むと言われています。
　皆さんから「ポリオ・プラス」のために出資いただ
いているお金は、年会費の中に入れて払っていただい
ております。これ、いくらかというと上期 1000 円、
下期 1000 円で合計 2000 円をいただいております。
皆さんからいただいた 2000 円が日本全国から、世界
のロータリアンから集まったものがポリオ撲滅に渡っ
ていると理解していただきたいと思います。
　各会員からは２000 円ですがポリオ撲滅運動につ
ながって、自分たちがロータリアンとして活動してい
る中で、もし、100 パーセントに達したら自分たち
が出したお金少しがそれにつながったと他の人に説明
できるのではないかと思います。ぜひ、ご協力のほど、
最後までよろしくお願いします。
　では、明日からの地区大会、よろしくお願いいたし
ます。以上です。

幹事報告　田坂　　渉副幹事
　皆さん、こんにちは。会長からお話がありましたが、
地区大会が明日から開催されます。明日はポリオデー
ということで幣舞橋周辺の行進があります。後ほど、
ポリオデーにちなんだ募金箱を回しますので協力をお
願いいたします。
　明日は釧路ナイトとして 18時から『はたご家』で
予定しておりますのでよろしくお願いします。
　土曜日は受付登録が９時からとなっております。９
時 15分に国際交流センターの正面玄関で記念写真の
撮影がありますのでご参加の方は集合をよろしくお願
いします。
　以上です。 

90 周年実行委員会についての報告
　　　　　　　　　工藤　彦夫会長エレクト

　皆さん、こんにち
は。90周年につい
てご報告いたしま
す。
　先般の理事会で承
認を受けたことです
が、実行委員会体制

にすることと、実行委員長とそのメンバーについても
承認を受けました。実行委員長には大変ご苦労をかけ
ると思いますけれどよろしくお願いいたします。

　実行委員長を脇弘幸君にお願いしております。脇君
です。よろしくお願いいたします。
脇君、一言、お願いします。　

創立 90周年記念実行委員会　脇　　弘幸実行委員長
　皆さん、こんにち
は。ただいま、工藤
会長エレクトからお
話がありましたとお
り、来年予定してい
る創立 90周年記念
実行委員会の実行委

員長を務めさせていただきます。
　この長い歴史、90年という時をつないできたクラ
ブの周年の実行委員長を務めさせていただくというの
は、私自身にとって大変光栄なことと思っております。
　ただ、50周年の実行委員長が清水パストガバナー、
60周年が泉パスト会長、70周年が吉田潤司パストガ
バナー、そして前回の 80周年は尾越パスト会長が務
められたことで、この並びの中で、本当に私でいいの
かととても不安になるところでありますが、そこは皆
さん一人一人の力をお借りしてしっかりと準備をし
て、釧路ロータリークラブにふさわしい 90周年を準
備し、実行していきたいと思っていますので、皆さん、
どうぞよろしくお願いいたします。
　もう少し時間をいただいて。いま、実行委員会の組
織が少しずつ出来上がってきています。実行委員会の
役について皆さんにご報告をさせていただきます。
　副実行委員長に杉村荘平君、実行委員会幹事に濱口
憲太君、そして今回は４つの部会の部会長を選任して
おります。その４人部会長をフォローしまとめていた
だく統括部会長を選任させていただきました。二人お
りますが、一人目の統括部会長は浅川正紳君、二人目
の統括部会長が中島徳政君。そして、部会長が４名お
ります。一人目が池田一己君、同じく部会長・松井聖
治君、同じく部会長・村上祐二君、４人目の部会長・
日理一哉君。以上のメンバーが中心になって 90周年
の実行委員会がしっかりリードしていきたいと考えて
おります。
　どうか皆様も会員が一丸となって、釧路ロータリー
クラブにふさわしい 90周年を実行したいと考えてお
ります。そして、みんなで一緒にお祝いをしたいと思
いますので、どうぞよろしくお願いいたします。あり
がとうございました。

社会奉仕委員会　得地　　哉委員長
　皆さん、こんに
ちは。社会奉仕委
員会委員長の得地
です。よろしくお
願いいたします。
　池田副会長がニ
コニコをしている
のに私がしていない事実にいま気づきました。
　体験ツアーについて簡単に報告したいと思います。
地区補助金事業を活用した事業です。ご存じのとおり
釧路地域の小学校３年生から６年生を対象として、講
師に釧路湿原の魅力を伝えていただく事業として今回
で３回目になります。私は今回、初めての参加でした
が、なで今までの２回に参加していなかったのか、本
当に悔しいくらい楽しい事業でした。
　内容は、10月４～５日で、参加人数は両日ともに
小学生 20名程度と大人が 13名程度で、各日 30名
強で行われました。
　私は４日に参加しました。冒頭のセレモニーで釧路
湿原展望台前において平澤ガバナー補佐、荒井会長か
らご挨拶をいただき、その後、展望台の見学を行いま
した。展望台の施設は古くて、少し陳腐化、老朽化し
ている感じはありますが、状態を知っていただくのに
は十分な資料かと思います。
　そのあとは温根内ビジターセンターに移動して、全
員が胴長を着用して湿原の中に入って行きました。ガ
イドの方を先頭にして川を渡って、湿原の中に入って
行くのですが、川を越えたあたりはぬかるみが多くて、
木下さんと私は巨体なことで何度もズボズボはまりな
がら進んで行きました。奥に入って行くと湿原の上は
水の上ですからフワフワな状態です。ウオーターベッ
トの上を歩いている感じでした。
　だんだん木が少なくなって、低い木が中心になると、
木の樹齢の測り方を教えていただく機会がありまし
た。すると、そんなに太い木でなくても樹齢が 55年
とかあるのを知って、湿原って大変な所だな、と感じ
ました。
　水の上の草の上で大人がジャンプして、その衝撃を
子どもが体感することも行いました。聞くところによ
ると 1.5 メートル以上も堆積しているという状態のよ
うです。
　ずーっと奥に入って行くと『ヤチマナコ』、底なし
沼みたいな所、そこに入る体験もさせていただきまし
た。私はもちろん支えてもらえないので、入れてもら
えませんでした。子どもたちは両脇を大人たちに抱え
られてヤチマナコにズボーンと入る体験もしました。

ヤチマナコの見極め方も教えていただきました。湿原
の中に入ることはなかなかないと思いますが、水草が
浮いている。ほかの所は水があって水草が浮いていな
い。明らかに水草らしいものがチョボチョボと浮いて
いる所はヤチマナコだから注意してください、という
ことでしたから皆さんがもし湿原に入る機会がありま
したら気を付けていただきたいと思います。
　出発地点に戻って来て記念撮影を行って湿原展望台
でお昼ごはんを食べました。
　そのあと、釧路湿原野生生物保護センターへ移動し
て、本日の講師でもある渡邊先生からシマフクロウ、
オオワシ、オジロワシの生態、おかれている現状など
を中心にレクチャーをいただきました。そのあとは、
２班に分かれて野生生物保護センターの展示施設の見
学を行いました。猛禽類医学研究所バックヤードツ
アーでワシなどがたくさんいる所を見せていただきま
した。
すべて終了したあと鳥取神社へ移動して、子どもたち
の振り返り学習がありました。その中ではソーラーパ
ネルをテーマにして講師との掛け合いで進めて、最後
に釧路湿原を守るための大人へのメッセージを画用紙
に書いて発表していただきました。
子どもたちから様々なメッセージがありました。そこ
で未来を担う子どもたちのために、この自然を守って
いくことの大切さを改めて痛感した次第です。
最後にアンケートに記入して終了となりました。
今回で３回目です。補助金事業としては一区切りとな
りますが、次回以降は今までの湿原西側から東側に舞
台を移して、冬の時期に行うか、カヌーを行うかなど
いろいろ企画されているようなので、私も楽しみにし
ています。皆さんも来年度以降にも参加していただけ
ればと思います。報告は以上です。
続きまして、講師のご紹介をさせていただきます。
先般、釧路市にメガソーラー建設に対して猛禽類医学
研究所の齊藤代表が独自の報告書を提出されました
が、その際にも同席されておりました株式会社猛禽類
医学研究所副代表。獣医師の渡邊有希子先生です。
　渡邊先生は宮城県生まれで、帯広畜産大学畜産学部
獣医学科家畜解剖学講座を卒業されました。在学中に
ゼニガタアザラシの研究に携わったことをきっかけに
して、野生動物の保全活動を始めたそうです。現在は、
猛禽類医学研究所副代表・獣医師として釧路湿原野生
生物保護センターを拠点にシマフクロウやオジロワ
シ、オオワシの保護増殖事業、傷病鳥類の救護、鳥類
の鉛中毒や油汚染、鳥インフルエンザ感染症などの対
応に従事されております。 
　現在、環境省希少野生動植物種保存推進委員、北海
道獣医師会野生動物部会委員、釧路市社会文化財保護
審議会委員などを務められております。
　それでは、渡邊先生、よろしくお願いいたします。

猛禽類医学研究所 副代表、獣医師・渡辺有希子様
　ご紹介いただき
ましてありがとう
ございます。本日
このような貴重な
ご機会をいただき
まして御礼申し上
げます。また、先
般行われました行事のところでも子どもたちはもちろ
んなのですけども、参加された大人の方々も汗だくに
なりながらも楽しかったという感想をおっしゃってい
たのがすごく印象的で、私たち環境教育にも力は入れ
ているのですが、子どもにも体験してもらうというの
も大事って思いつつも、大人も体験していただくとい
うのはすごく大事だなと改めて感じた次第です。
本日はいただいた時間の中で、釧路湿原野生生物保護
センターで行われている活動をご紹介させていただこ
うと思って、いくつかスライドをご用意しています。
私たち猛禽類研究所は株式会社でして、民間の会社に
なるのですけども、こちらの野生生物保護センターは
環境省の施設ですが、環境省から業務委託を受ける形
でこちらのセンターの運営に関与しております。実際
には、収容として傷病収容っていうものは、傷ついた
ワシ、フクロウなどが運び込まれて来ます。私たちも
全ての動物が貴重なのは分かってはいるものの、その
中でも生態系の頂点に位置する猛禽類、アンブレラ種
に着目して、彼ら猛禽類を守ることがその傘の下にい
る動物たちも守ることにつながるという概念から希少
種の救護に携わっているのです。実は救護というのは、
ケガをしたものだけではなくて、死亡個体も全て集め
てもらっています。今週の日曜日に千歳のほうで一般
の方から「飛べないオジロワシの幼鳥がいる」と通報
いただいて、環境省と協力をして搬送してきました。
ひとつは愛護的観点、救護というのは発見した時に「何
とかしたい」と思う、いま日本人が持っている当たり
前の気持ちというのを大事にしていきたいなと思いま
す。これも平和だからという観点もあるのですけれど
も、他の動物に対して、環境に対して、注目していく、
慈しんでいく考え方を大事にしていきたいなと感じて
います。
なので、社会科学、人文科学にも通じるところなので
すけれども、命を救おうと思う気持ちに応えていきた
い。また、それを環境教育につなげていったり、それ
こそ救護というのは市民の皆さんが参加するきっかけ
になります。そこから行政につなぐきっかけにもなる
と思っております。一方で、救護、命助ける云々だけ
ではなくて、一羽一羽の命が次世代を生み出す貴重な
きっかけの命のつながりですし、鳥類臨床というのは
なかなかないのです。獣医の中でも小鳥とかの臨床や

られている先生がものすごく少なくって、なかなかペ
イしないっていう事情もあるのですが、治療リハビリ
技術の向上という意味では、私たちはティーチング・
ホスピタルとして、日本国内には他にはない医療機器
を揃えつつ、獣医学生さんや先生方にも来ていただい
て学んでいただく施設にしたいと思っています。
収容原因、一羽を助けることに重点を置くだけではな
くて、何が起きているのかの収容原因を解明すること
で、鳥インフルエンザのように人にも来うる感染症が
あります。実は今朝、根室で回収されたカラスの死体
が簡易検査で陽性が出ましたので、おそらく夕方に発
表なると思うのですけれども、昨年も鳥インフルエン
ザたくさん発生しました。哺乳類に感染しうる状況に
なっていて、アザラシやラッコを私たちが初発見した
のですけども、これが牛にくるかもしれない、皆さん
の飼っている猫にくるかもしれないというところで正
しく怖がりつつ、対応していくのがすごく大事なこと
になります。
きっかけとして、大量死につながるような人にも来う
るような病気は、傷ついた鳥たち、亡くなった鳥たち
が教えてくれる窓口だと考えてこの救護活動を行って
います。
この観点からするとＳＤＧｓでは、小学生もみんな頑
張って取り組もうという形で一丸となっています。こ
れはウエディングケーキと呼ばれるＳＤＧｓの構造図
ですけれども、根幹をなす環境はすごく大事で、社会
経済の発展には土台となる環境がいかにしっかりして
いるかが大事ですというのが、どおしても忘れがちな
のですけど、ここを私たちも皆さんに伝えるきっかけ
にしたいと思って、救護のお話などをさせていただい
ておりました。
『ベック』と私たち名付けているオジロワシの個体で
す。ひとつの事例としてご紹介しようと思ってスライ
ド用意しています。網走で発見された個体です。見て
いただくと、ちょっとクチバシ変だなと。こちらのク
チバシないというのがお分かりかと思うのですが、ク
チバシがないので自分で食べることができないので
す。人工のクチバシを付けることで、ちょっとカクカ
クしてしまった動画ですけれども、自分で食べられる
ようになったのです。良かったねというストーリーで
はあるのですが、ここに至るまではたくさんの方々の
協力を得ています。
収容当初です。交通事故なので頭を打って、ずりむけ
状態で運び込まれて来て、それから半年近くかけて皮
膚移植などしながら、私たちにも初めての試みなので
すけども、良くなってきました。でも今度は、「クチ
バシをどうやって作ればいいのだろう」と。獣医師と
いうのはその分野は得意ではないのです。髪の毛や爪
と同じ素材なのですけれども、作ってみても、どうも
重くて付けられませんでした。接着面がどうしても擦

れて血が出てしまったりして、難儀しました。
その際に協力してもらったのが、歯医者さん、歯科技
工士さんなのです。「こういう困っている鳥がいる」
ということを知っていただいた時に、「自分にも何か
できるかも」という形でご協力いただきました。来て
いただいて麻酔をかけながら、ベックの頭の型取りを
して、フィットする型を作って義歯・人工のクチバシ
を作っていただきました。当然、フィッテング、これ
を合わせなきゃいけないので技工士さんに来ていただ
いて、「ちょっとここ出ているから削りましょう」み
たいに。皆さんが歯医者さんで経験されるのと同じで
す。
こんなことは私たちにはできないし、知らないのです。
でも、私たちが一人でやるべきものではないと思って
いて、皆さんのいろんな知見、技術などをお借りしな
がら一緒にやっていく。ベックがいることで一緒に
やっていくきっかけになったとすごく感じました。
出来上がったものを付けてもらうと、オジロワシっぽ
い顔つきに戻ってきました。自分でご飯も食べられる
というのが、この画像です。上のクチバシがないと、
つまむことができなません。餌を喉の奥に送り込むこ
とができないことから、つまみ上げて食べる仕草だけ
でも、すごくクチバシって大事なのだなと教えても
らった事例です。
こういった事例があると、NHKの『ダーウィンが来た』
でも取り上げてもらって、いまオンデマンドでも見ら
れるようなので、もしよろしければ見ていただければ
と思うのです。ダーウィンの放送の中でも、年間のア
ワードで７位になって再放送されているのですが、広
く日本中で皆さんに知っていただくきっかけになった
鳥がベックでした。
このようなさまざまな鳥たちがセンターに運び込まれ
て来ますが、基本的には希少種といわれる鳥、これは
オオワシ。世界中のバードウォッチャーが憧れる鳥で、
オホーツクにしかいない、冬場は日本でしか見ること
ができない鳥なのです。すごく綺麗な鳥です。ちょっ
と小さいけれどもオジロワシ、これはこれでシャープ
な綺麗な鳥なのです。冬場にこれだけのオオワシ、オ
ジロワシが集まる場所というのは世界的にもすごく珍
しい所なのです。なので、海外のバードウォッチャー
もこれを求めて見に来る。観光資源としてのポテン
シャルもとても高いのです。
また、シマフクロウも北海道にしか生息しない世界最
大級のフクロウなのです。これがヒナですが、シマフ
クロウのヒナも『トトロ』のモチーフになったのでは
ないかと個人的に思っていますが、数が少ない絶滅危
惧種の鳥なのです。
それがケガをして運び込まれて、運よく包丁で切ると
いうのは全体の 30％ぐらいです。決して多くはない
です。世界的な基準でからすると高い水準は保ててい

るとは自負しているのですけれども、いかんせん収容
される時点で重傷を負っている個体が多いのです。い
かに早く発見して、早く運んで来る、治療につなげる、
もしくは予防をする、というところが大事になってく
ると思っています。
こちらのグラフが収容したオオワシ、オジロワシ、シ
マフクロウの収容原因を分析しています。年によって
若干トレンドが出てきます。近年は、エゾシカと列車
事故が増えていることも含めて背景として、エゾシカ
が先にひかれて、それを餌として求めて来た鳥たちが
自分たちもひかれてしまうという事故が顕在化してい
ます。風車の事故も増えてきています。風車の建設が
増えれば増えるほど事故も 2003 年から極端に増えた
なと感じています。
分析をしていくと、死亡個体のほうが多いのですけど、
彼らの声は、人の声ではないけれども、彼らのメッセー
ジを紐解いて、それを解決していきたいというのが私
たちの大事な活動のひとつでもあります。
救護はひとつのツールであって、それに対して究明す
る、そして技術開発を重ねていく、それによって彼ら
の受けている問題、分析していくとほとんどが人の経
済活動、車に関連する、列車に関連する、もしくはエ
ネルギーに関連する、もしくは商業ベースに関連する
事故に見舞われているというのが分かってきて、それ
をいかに改善するかというのは、やっぱり人が起こし
ている以上は人が何とかすべきだと感じています。
もうひとつ、活躍してくれる野生に帰ることはできな
い鳥たちです。片方の翼がない状態でワシたちがセン
ターにおります。日曜日に運び込まれたオジロワシも
幼鳥なのですけども、その間ずっと飛べない時が一月
以上あったのだと思います。もう骨がボロボロで腐り
かけていたのです。けど、親は飛べない幼鳥に対して、
ずっとご飯を運び続けてくれていたのです。生き延び
ることができていたけれど、残念ながら羽を整復する
ことはできず、昨日、断翼、翼を切る手術をしました。
そのまま残していると、壊死すると敗血症になってし
まうので、翼を切る選択をしました。野生にはもう帰
れない。こういった形で他の仲間たちとセンターで暮
らしてもらおうと思うのですが、今度はどう彼らに生
きてもらうかです。勝手なのですけども、彼らに教え
てもらいたいと思って実験を繰り返しています。
例えば、ワシが飛べるケージのここにワシいるのです。
こういうポールを立てます。この幅を見ているのです。
どの幅だったら間通って来るけど、この幅だったらよ
けてくれる。それをどう活用するかというと、実際の
事故現場に持って行って活用していくのです。写真小
さくて見えにくいのですけど、環状線を通って行くと、
道路の横に金属のポールがたくさん並んでいる所があ
ります。あれはオジロワシの事故対策として、こうい
うポールを立てることで鳥たちにこの上を飛んでもら

うのです。事前に発信機を付けて追跡調査などもして
いますので、ここは車との接触の多い危険な場所だと
いうのが分かっているので、そこにポールの幅を実験
した上で立てていきます。
感電事故に対しても、危険な場所に近づくのを防ぐた
めに邪魔になるバードチェッカーを付けますが、いろ
いろな色、形を開発してみて、しかも、電力会社さん
と一緒に開発して、これを付けることでこういう事故
を二度と起こさないようにしています。
風力発電も増えていますが、プロペラ型ではない新し
い形が導入できないのかというのをセンターで実験し
たりしています。
いろいろな取り組みでは、彼らがいて実験できます・
協力できます、というのがあるのです。いろいろな事
業がありますけども、ステークホルダーといわれる事
業者と対立したいわけではなくて、こういう器具どう
でしょうか、こういうシートはどうでしょうか、など
どのように解決していくかの話し合いの場、協議の場
を作り出してくれるのが、ある意味、鳥たちがいるお
かげだなと思っています。
近年は、先ほどご紹介いただいたように太陽光発電、
いま釧路湿原の近隣で多数の太陽光発電が開発されて
いて、５～６年前から急増しているのです。私たちも
決して全部ダメだと言っているわけでないです。太陽
光がダメだと言っているわけでもないです。「ここは
ダメだ」と申し上げているのです。
そのひとつとしては、チュウヒ。全国的に数が少なく
なっているチュウヒが餌をとる、もしくは巣を作る場
所、チュウヒに限らず今はほぼ絶滅してしまったので
はないかと心配されているシマアオジとかオオジシ
ギ、そしてタンチョウなども利用する地域でわざわざ
切り開いてまで作らなきゃならないのかという矛盾に
多くの市民の方々が賛同の声をあげてくれたことで、
今の動きになっていると感じています。
場所によっては全然作ることに対して何の問題もない
と思いますし、事前に調査をして影響がない形で進め
られるのであれば、開発行為が私たちの利用にも経済
の発展にもつながるものだと思っています。
こちらは海外の事例になるのですが、ロシアで石油天
然ガスの開発がすごく盛んに行われています。例えば、
オオワシに発信機を付けて追ってみると、彼らにして
みれば国境ないので、冬はサハリンから北海道に渡っ
て来て、夏になると戻って繁殖して、もしくはカムチャ
ツカに行く個体もいるのです。こういう渡りルートが
見えてきます。
ひとたび、森を切り開かれてパイプラインが作られて
いると、繁殖できないオオワシが増えてしまい、ヒナ
が生まれない。または、油汚染事故が起きると、この
界隈のものがオオワシに限らず大打撃をくらってしま
う。という意味では、人の経済活動というのは、国を

またいでも影響を及ぼすということから、私が北海道
に住む中では、北海道で暮らしてくれる鳥たち、冬を
過ごしてくれるワシたちが健全に過ごして、無事に繁
殖地に帰れるように過ごしてもらう、その責任がある
なと感じるのです。国内だけではなく海外の事例にも
注目していく必要があるなと痛感しています。
太陽光、ここまでというのは私たちも予想外ではある
のですけれども、いろんなことが日々起きていますが、
やっぱり人が何かを起こしているというのは垣間見え
てきます。ぜひ皆さんと一緒に何かできないか、もし
くは発信していくこともご協力いただければすごく嬉
しく思います。ホームページや SNS もやっておりま
すので、今日の夜、アルピニストの野口健さんがいま
釧路に入られております。きょうの夜、うちの代表の
齊藤慶輔とのクロストークがありますが、いろんな形
で皆さんが告知にご協力いただけると嬉しいですし、
何よりも事業でもご利用いただきましたが、釧路湿原
野生生物保護センターにはこういうワシたち、野生に
は帰ることはできないけど活躍してくれるワシたちが
いますので、それを見て感じていただいて、お知り合
いの方に広めていただいたて、それこそ環境教育やい
ろんなイベント中でご利用いただけると、そこから広
がりも見えるかなと思いますので、ぜひご活用くださ
い。
来館者数を増やさないと予算が削られてしまうという
実情もありますので、皆さんにご利用いただかねばと
痛感しております。
本日は、こういったご紹介いただけるお時間いただき
まして、ありがとうございます。ぜひ遠慮なくご相談
ください。どうぞよろしくお願いいたします。

会長謝辞
　渡邊さん、どうもありがとうございました。今日ご
覧になってオジロワシ、オオワシ以外にもチュウヒと
いうものも非常にいま希少種で、私が調べたところ全
国で 150 組ぐらいのつがいしかいないのです。シマ
フクロウよりむしろ少ないのではないかというぐらい
のチュウヒも希少種で釧路湿原にいるということで、
そういった鳥の保護活動とかされている貴重な研究所
ですので、お子さん連れや大人の方もぜひぜひ研究所
に訪れてみていただければと思います。
私いまバッジ付けているのですが、猛禽類のピンバッ
ジも売っていますので、ぜひ買ってください。私もク
ラウドファンディングやって、齊藤先生のデザインさ
れたものなのかな、水筒とか持っていますので、ぜひ
皆さん一人でも多く行っていただければと思います。
本日は本当にありがとうございました。
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　　　　　　　   荒井　　剛会長
　皆さん、こんに
ちは。明日からい
よいよ地区大会が
始まります。明日
の夜、釧路ナイト
がありますので、
ご出席の方、どう

ぞよろしくお願いいたします。
　タイから今のガバナーと昨年度のガバナーともう一
方の３名が釧路に来られます。明日の晩餐会のあとに、
釧路ナイトのあとの二次会にガバナーなど３名を連れ
て行くことになっております。釧路ナイトにご参加の
方、タイから来られた３名の方と交流していただけれ
ばと思います。私が責任をもって連れて行きますので
よろしくお願いいたします。
　その地区大会について一言、お話したいと思います。
　明日の10月24日は、ポリオデーと呼ばれています。
ポリオデーなので幣舞橋周辺のＭＯＯの横・EGGに
いま看板を掛けていますが、明日の午後４時過ぎに夕
日に合わせてポリオ撲滅運動のシャツを着て、皆さん
と歩いてライトアップをするイベントがあります。ご
都合のつく方はぜひそこに参加していただければと思
います。
　このポリオ撲滅運動ですけれど、いろいろなところ
で言われていますが、大事な話なので改めて説明した
いと思います。
　ロータリーが長年取り組んでいるイベントないし活

動の中で一番、世界にとっていいことだと、いいこと
をしているのだな、というのがポリオ撲滅運動だと言
われております。
　これは、1985 年に開始しましたが、当時は年間
35万人くらいの子どもたちが「小児マヒ」、いわゆる
ポリオに罹っていたのですが、その年をきっかけに、
ワクチン接種がフィリピンから始まりました。ロータ
リーが先駆けていろいろな活動を行いました。
　どこと組んだのかですが、世界保健機構のＷＨＯ、
ユニセフ、マイクロソフトのビル・ゲイツ財団と手を
組んで、今でも毎年、多額の資金を投入した結果、
99.9 パーセントまで撲滅に至っております。
　よく言われているのが、99.9 パーセントまで減っ
たものの、パキスタンとアフガニスタンではまだ何例
か出ていることから 100 パーセントに至っていませ
ん。ここで、99.9 パーセントまで行ったのだから、
そんなにお金をつぎ込まなくてもいいのではないか、
とかロータリーとして別のことをやったほうがいいの
ではないか、とか自分たちが出すお金をポリオにかけ
なくてもいいのではないか、日本ではポリオが撲滅で
きているから関係ないのではないか、という声がチラ
チラ出ていますけど、ここがすごく大事だと言われて
います。
　99.9 パーセントだとしても、ほぉっておいて、こ
こで止めると 10年以内に年間 20万人くらいの小児
マヒを起こす可能性のあるポリオに感染する子どもた
ちが一気に増えて、これが止まらなくなるので、
99.9パーセントの先の100パーセントに行くために、

今こそお金をつぎ込まなくてはいけないと言われてい
るそうです。
　今年の国際大会で、ビル・ゲイツ財団とロータリー
が約束したことがあります。この３年間で４億 5000
万ドルをつぎ込むと言われております。ロータリーは
年間 5000 万ドル、ビル・ゲイツ財団はその倍の１億
ドル、これを３年続けるので４億 5000 万ドルつぎ込
むと言われています。
　皆さんから「ポリオ・プラス」のために出資いただ
いているお金は、年会費の中に入れて払っていただい
ております。これ、いくらかというと上期 1000 円、
下期 1000 円で合計 2000 円をいただいております。
皆さんからいただいた 2000 円が日本全国から、世界
のロータリアンから集まったものがポリオ撲滅に渡っ
ていると理解していただきたいと思います。
　各会員からは２000 円ですがポリオ撲滅運動につ
ながって、自分たちがロータリアンとして活動してい
る中で、もし、100 パーセントに達したら自分たち
が出したお金少しがそれにつながったと他の人に説明
できるのではないかと思います。ぜひ、ご協力のほど、
最後までよろしくお願いします。
　では、明日からの地区大会、よろしくお願いいたし
ます。以上です。

幹事報告　田坂　　渉副幹事
　皆さん、こんにちは。会長からお話がありましたが、
地区大会が明日から開催されます。明日はポリオデー
ということで幣舞橋周辺の行進があります。後ほど、
ポリオデーにちなんだ募金箱を回しますので協力をお
願いいたします。
　明日は釧路ナイトとして 18時から『はたご家』で
予定しておりますのでよろしくお願いします。
　土曜日は受付登録が９時からとなっております。９
時 15分に国際交流センターの正面玄関で記念写真の
撮影がありますのでご参加の方は集合をよろしくお願
いします。
　以上です。 

90 周年実行委員会についての報告
　　　　　　　　　工藤　彦夫会長エレクト

　皆さん、こんにち
は。90周年につい
てご報告いたしま
す。
　先般の理事会で承
認を受けたことです
が、実行委員会体制

にすることと、実行委員長とそのメンバーについても
承認を受けました。実行委員長には大変ご苦労をかけ
ると思いますけれどよろしくお願いいたします。

　実行委員長を脇弘幸君にお願いしております。脇君
です。よろしくお願いいたします。
脇君、一言、お願いします。　

創立 90周年記念実行委員会　脇　　弘幸実行委員長
　皆さん、こんにち
は。ただいま、工藤
会長エレクトからお
話がありましたとお
り、来年予定してい
る創立 90周年記念
実行委員会の実行委

員長を務めさせていただきます。
　この長い歴史、90年という時をつないできたクラ
ブの周年の実行委員長を務めさせていただくというの
は、私自身にとって大変光栄なことと思っております。
　ただ、50周年の実行委員長が清水パストガバナー、
60周年が泉パスト会長、70周年が吉田潤司パストガ
バナー、そして前回の 80周年は尾越パスト会長が務
められたことで、この並びの中で、本当に私でいいの
かととても不安になるところでありますが、そこは皆
さん一人一人の力をお借りしてしっかりと準備をし
て、釧路ロータリークラブにふさわしい 90周年を準
備し、実行していきたいと思っていますので、皆さん、
どうぞよろしくお願いいたします。
　もう少し時間をいただいて。いま、実行委員会の組
織が少しずつ出来上がってきています。実行委員会の
役について皆さんにご報告をさせていただきます。
　副実行委員長に杉村荘平君、実行委員会幹事に濱口
憲太君、そして今回は４つの部会の部会長を選任して
おります。その４人部会長をフォローしまとめていた
だく統括部会長を選任させていただきました。二人お
りますが、一人目の統括部会長は浅川正紳君、二人目
の統括部会長が中島徳政君。そして、部会長が４名お
ります。一人目が池田一己君、同じく部会長・松井聖
治君、同じく部会長・村上祐二君、４人目の部会長・
日理一哉君。以上のメンバーが中心になって 90周年
の実行委員会がしっかりリードしていきたいと考えて
おります。
　どうか皆様も会員が一丸となって、釧路ロータリー
クラブにふさわしい 90周年を実行したいと考えてお
ります。そして、みんなで一緒にお祝いをしたいと思
いますので、どうぞよろしくお願いいたします。あり
がとうございました。

社会奉仕委員会　得地　　哉委員長
　皆さん、こんに
ちは。社会奉仕委
員会委員長の得地
です。よろしくお
願いいたします。
　池田副会長がニ
コニコをしている
のに私がしていない事実にいま気づきました。
　体験ツアーについて簡単に報告したいと思います。
地区補助金事業を活用した事業です。ご存じのとおり
釧路地域の小学校３年生から６年生を対象として、講
師に釧路湿原の魅力を伝えていただく事業として今回
で３回目になります。私は今回、初めての参加でした
が、なで今までの２回に参加していなかったのか、本
当に悔しいくらい楽しい事業でした。
　内容は、10月４～５日で、参加人数は両日ともに
小学生 20名程度と大人が 13名程度で、各日 30名
強で行われました。
　私は４日に参加しました。冒頭のセレモニーで釧路
湿原展望台前において平澤ガバナー補佐、荒井会長か
らご挨拶をいただき、その後、展望台の見学を行いま
した。展望台の施設は古くて、少し陳腐化、老朽化し
ている感じはありますが、状態を知っていただくのに
は十分な資料かと思います。
　そのあとは温根内ビジターセンターに移動して、全
員が胴長を着用して湿原の中に入って行きました。ガ
イドの方を先頭にして川を渡って、湿原の中に入って
行くのですが、川を越えたあたりはぬかるみが多くて、
木下さんと私は巨体なことで何度もズボズボはまりな
がら進んで行きました。奥に入って行くと湿原の上は
水の上ですからフワフワな状態です。ウオーターベッ
トの上を歩いている感じでした。
　だんだん木が少なくなって、低い木が中心になると、
木の樹齢の測り方を教えていただく機会がありまし
た。すると、そんなに太い木でなくても樹齢が 55年
とかあるのを知って、湿原って大変な所だな、と感じ
ました。
　水の上の草の上で大人がジャンプして、その衝撃を
子どもが体感することも行いました。聞くところによ
ると 1.5 メートル以上も堆積しているという状態のよ
うです。
　ずーっと奥に入って行くと『ヤチマナコ』、底なし
沼みたいな所、そこに入る体験もさせていただきまし
た。私はもちろん支えてもらえないので、入れてもら
えませんでした。子どもたちは両脇を大人たちに抱え
られてヤチマナコにズボーンと入る体験もしました。

ヤチマナコの見極め方も教えていただきました。湿原
の中に入ることはなかなかないと思いますが、水草が
浮いている。ほかの所は水があって水草が浮いていな
い。明らかに水草らしいものがチョボチョボと浮いて
いる所はヤチマナコだから注意してください、という
ことでしたから皆さんがもし湿原に入る機会がありま
したら気を付けていただきたいと思います。
　出発地点に戻って来て記念撮影を行って湿原展望台
でお昼ごはんを食べました。
　そのあと、釧路湿原野生生物保護センターへ移動し
て、本日の講師でもある渡邊先生からシマフクロウ、
オオワシ、オジロワシの生態、おかれている現状など
を中心にレクチャーをいただきました。そのあとは、
２班に分かれて野生生物保護センターの展示施設の見
学を行いました。猛禽類医学研究所バックヤードツ
アーでワシなどがたくさんいる所を見せていただきま
した。
すべて終了したあと鳥取神社へ移動して、子どもたち
の振り返り学習がありました。その中ではソーラーパ
ネルをテーマにして講師との掛け合いで進めて、最後
に釧路湿原を守るための大人へのメッセージを画用紙
に書いて発表していただきました。
子どもたちから様々なメッセージがありました。そこ
で未来を担う子どもたちのために、この自然を守って
いくことの大切さを改めて痛感した次第です。
最後にアンケートに記入して終了となりました。
今回で３回目です。補助金事業としては一区切りとな
りますが、次回以降は今までの湿原西側から東側に舞
台を移して、冬の時期に行うか、カヌーを行うかなど
いろいろ企画されているようなので、私も楽しみにし
ています。皆さんも来年度以降にも参加していただけ
ればと思います。報告は以上です。
続きまして、講師のご紹介をさせていただきます。
先般、釧路市にメガソーラー建設に対して猛禽類医学
研究所の齊藤代表が独自の報告書を提出されました
が、その際にも同席されておりました株式会社猛禽類
医学研究所副代表。獣医師の渡邊有希子先生です。
　渡邊先生は宮城県生まれで、帯広畜産大学畜産学部
獣医学科家畜解剖学講座を卒業されました。在学中に
ゼニガタアザラシの研究に携わったことをきっかけに
して、野生動物の保全活動を始めたそうです。現在は、
猛禽類医学研究所副代表・獣医師として釧路湿原野生
生物保護センターを拠点にシマフクロウやオジロワ
シ、オオワシの保護増殖事業、傷病鳥類の救護、鳥類
の鉛中毒や油汚染、鳥インフルエンザ感染症などの対
応に従事されております。 
　現在、環境省希少野生動植物種保存推進委員、北海
道獣医師会野生動物部会委員、釧路市社会文化財保護
審議会委員などを務められております。
　それでは、渡邊先生、よろしくお願いいたします。

猛禽類医学研究所 副代表、獣医師・渡辺有希子様
　ご紹介いただき
ましてありがとう
ございます。本日
このような貴重な
ご機会をいただき
まして御礼申し上
げます。また、先
般行われました行事のところでも子どもたちはもちろ
んなのですけども、参加された大人の方々も汗だくに
なりながらも楽しかったという感想をおっしゃってい
たのがすごく印象的で、私たち環境教育にも力は入れ
ているのですが、子どもにも体験してもらうというの
も大事って思いつつも、大人も体験していただくとい
うのはすごく大事だなと改めて感じた次第です。
本日はいただいた時間の中で、釧路湿原野生生物保護
センターで行われている活動をご紹介させていただこ
うと思って、いくつかスライドをご用意しています。
私たち猛禽類研究所は株式会社でして、民間の会社に
なるのですけども、こちらの野生生物保護センターは
環境省の施設ですが、環境省から業務委託を受ける形
でこちらのセンターの運営に関与しております。実際
には、収容として傷病収容っていうものは、傷ついた
ワシ、フクロウなどが運び込まれて来ます。私たちも
全ての動物が貴重なのは分かってはいるものの、その
中でも生態系の頂点に位置する猛禽類、アンブレラ種
に着目して、彼ら猛禽類を守ることがその傘の下にい
る動物たちも守ることにつながるという概念から希少
種の救護に携わっているのです。実は救護というのは、
ケガをしたものだけではなくて、死亡個体も全て集め
てもらっています。今週の日曜日に千歳のほうで一般
の方から「飛べないオジロワシの幼鳥がいる」と通報
いただいて、環境省と協力をして搬送してきました。
ひとつは愛護的観点、救護というのは発見した時に「何
とかしたい」と思う、いま日本人が持っている当たり
前の気持ちというのを大事にしていきたいなと思いま
す。これも平和だからという観点もあるのですけれど
も、他の動物に対して、環境に対して、注目していく、
慈しんでいく考え方を大事にしていきたいなと感じて
います。
なので、社会科学、人文科学にも通じるところなので
すけれども、命を救おうと思う気持ちに応えていきた
い。また、それを環境教育につなげていったり、それ
こそ救護というのは市民の皆さんが参加するきっかけ
になります。そこから行政につなぐきっかけにもなる
と思っております。一方で、救護、命助ける云々だけ
ではなくて、一羽一羽の命が次世代を生み出す貴重な
きっかけの命のつながりですし、鳥類臨床というのは
なかなかないのです。獣医の中でも小鳥とかの臨床や

られている先生がものすごく少なくって、なかなかペ
イしないっていう事情もあるのですが、治療リハビリ
技術の向上という意味では、私たちはティーチング・
ホスピタルとして、日本国内には他にはない医療機器
を揃えつつ、獣医学生さんや先生方にも来ていただい
て学んでいただく施設にしたいと思っています。
収容原因、一羽を助けることに重点を置くだけではな
くて、何が起きているのかの収容原因を解明すること
で、鳥インフルエンザのように人にも来うる感染症が
あります。実は今朝、根室で回収されたカラスの死体
が簡易検査で陽性が出ましたので、おそらく夕方に発
表なると思うのですけれども、昨年も鳥インフルエン
ザたくさん発生しました。哺乳類に感染しうる状況に
なっていて、アザラシやラッコを私たちが初発見した
のですけども、これが牛にくるかもしれない、皆さん
の飼っている猫にくるかもしれないというところで正
しく怖がりつつ、対応していくのがすごく大事なこと
になります。
きっかけとして、大量死につながるような人にも来う
るような病気は、傷ついた鳥たち、亡くなった鳥たち
が教えてくれる窓口だと考えてこの救護活動を行って
います。
この観点からするとＳＤＧｓでは、小学生もみんな頑
張って取り組もうという形で一丸となっています。こ
れはウエディングケーキと呼ばれるＳＤＧｓの構造図
ですけれども、根幹をなす環境はすごく大事で、社会
経済の発展には土台となる環境がいかにしっかりして
いるかが大事ですというのが、どおしても忘れがちな
のですけど、ここを私たちも皆さんに伝えるきっかけ
にしたいと思って、救護のお話などをさせていただい
ておりました。
『ベック』と私たち名付けているオジロワシの個体で
す。ひとつの事例としてご紹介しようと思ってスライ
ド用意しています。網走で発見された個体です。見て
いただくと、ちょっとクチバシ変だなと。こちらのク
チバシないというのがお分かりかと思うのですが、ク
チバシがないので自分で食べることができないので
す。人工のクチバシを付けることで、ちょっとカクカ
クしてしまった動画ですけれども、自分で食べられる
ようになったのです。良かったねというストーリーで
はあるのですが、ここに至るまではたくさんの方々の
協力を得ています。
収容当初です。交通事故なので頭を打って、ずりむけ
状態で運び込まれて来て、それから半年近くかけて皮
膚移植などしながら、私たちにも初めての試みなので
すけども、良くなってきました。でも今度は、「クチ
バシをどうやって作ればいいのだろう」と。獣医師と
いうのはその分野は得意ではないのです。髪の毛や爪
と同じ素材なのですけれども、作ってみても、どうも
重くて付けられませんでした。接着面がどうしても擦

れて血が出てしまったりして、難儀しました。
その際に協力してもらったのが、歯医者さん、歯科技
工士さんなのです。「こういう困っている鳥がいる」
ということを知っていただいた時に、「自分にも何か
できるかも」という形でご協力いただきました。来て
いただいて麻酔をかけながら、ベックの頭の型取りを
して、フィットする型を作って義歯・人工のクチバシ
を作っていただきました。当然、フィッテング、これ
を合わせなきゃいけないので技工士さんに来ていただ
いて、「ちょっとここ出ているから削りましょう」み
たいに。皆さんが歯医者さんで経験されるのと同じで
す。
こんなことは私たちにはできないし、知らないのです。
でも、私たちが一人でやるべきものではないと思って
いて、皆さんのいろんな知見、技術などをお借りしな
がら一緒にやっていく。ベックがいることで一緒に
やっていくきっかけになったとすごく感じました。
出来上がったものを付けてもらうと、オジロワシっぽ
い顔つきに戻ってきました。自分でご飯も食べられる
というのが、この画像です。上のクチバシがないと、
つまむことができなません。餌を喉の奥に送り込むこ
とができないことから、つまみ上げて食べる仕草だけ
でも、すごくクチバシって大事なのだなと教えても
らった事例です。
こういった事例があると、NHKの『ダーウィンが来た』
でも取り上げてもらって、いまオンデマンドでも見ら
れるようなので、もしよろしければ見ていただければ
と思うのです。ダーウィンの放送の中でも、年間のア
ワードで７位になって再放送されているのですが、広
く日本中で皆さんに知っていただくきっかけになった
鳥がベックでした。
このようなさまざまな鳥たちがセンターに運び込まれ
て来ますが、基本的には希少種といわれる鳥、これは
オオワシ。世界中のバードウォッチャーが憧れる鳥で、
オホーツクにしかいない、冬場は日本でしか見ること
ができない鳥なのです。すごく綺麗な鳥です。ちょっ
と小さいけれどもオジロワシ、これはこれでシャープ
な綺麗な鳥なのです。冬場にこれだけのオオワシ、オ
ジロワシが集まる場所というのは世界的にもすごく珍
しい所なのです。なので、海外のバードウォッチャー
もこれを求めて見に来る。観光資源としてのポテン
シャルもとても高いのです。
また、シマフクロウも北海道にしか生息しない世界最
大級のフクロウなのです。これがヒナですが、シマフ
クロウのヒナも『トトロ』のモチーフになったのでは
ないかと個人的に思っていますが、数が少ない絶滅危
惧種の鳥なのです。
それがケガをして運び込まれて、運よく包丁で切ると
いうのは全体の 30％ぐらいです。決して多くはない
です。世界的な基準でからすると高い水準は保ててい

るとは自負しているのですけれども、いかんせん収容
される時点で重傷を負っている個体が多いのです。い
かに早く発見して、早く運んで来る、治療につなげる、
もしくは予防をする、というところが大事になってく
ると思っています。
こちらのグラフが収容したオオワシ、オジロワシ、シ
マフクロウの収容原因を分析しています。年によって
若干トレンドが出てきます。近年は、エゾシカと列車
事故が増えていることも含めて背景として、エゾシカ
が先にひかれて、それを餌として求めて来た鳥たちが
自分たちもひかれてしまうという事故が顕在化してい
ます。風車の事故も増えてきています。風車の建設が
増えれば増えるほど事故も 2003 年から極端に増えた
なと感じています。
分析をしていくと、死亡個体のほうが多いのですけど、
彼らの声は、人の声ではないけれども、彼らのメッセー
ジを紐解いて、それを解決していきたいというのが私
たちの大事な活動のひとつでもあります。
救護はひとつのツールであって、それに対して究明す
る、そして技術開発を重ねていく、それによって彼ら
の受けている問題、分析していくとほとんどが人の経
済活動、車に関連する、列車に関連する、もしくはエ
ネルギーに関連する、もしくは商業ベースに関連する
事故に見舞われているというのが分かってきて、それ
をいかに改善するかというのは、やっぱり人が起こし
ている以上は人が何とかすべきだと感じています。
もうひとつ、活躍してくれる野生に帰ることはできな
い鳥たちです。片方の翼がない状態でワシたちがセン
ターにおります。日曜日に運び込まれたオジロワシも
幼鳥なのですけども、その間ずっと飛べない時が一月
以上あったのだと思います。もう骨がボロボロで腐り
かけていたのです。けど、親は飛べない幼鳥に対して、
ずっとご飯を運び続けてくれていたのです。生き延び
ることができていたけれど、残念ながら羽を整復する
ことはできず、昨日、断翼、翼を切る手術をしました。
そのまま残していると、壊死すると敗血症になってし
まうので、翼を切る選択をしました。野生にはもう帰
れない。こういった形で他の仲間たちとセンターで暮
らしてもらおうと思うのですが、今度はどう彼らに生
きてもらうかです。勝手なのですけども、彼らに教え
てもらいたいと思って実験を繰り返しています。
例えば、ワシが飛べるケージのここにワシいるのです。
こういうポールを立てます。この幅を見ているのです。
どの幅だったら間通って来るけど、この幅だったらよ
けてくれる。それをどう活用するかというと、実際の
事故現場に持って行って活用していくのです。写真小
さくて見えにくいのですけど、環状線を通って行くと、
道路の横に金属のポールがたくさん並んでいる所があ
ります。あれはオジロワシの事故対策として、こうい
うポールを立てることで鳥たちにこの上を飛んでもら

うのです。事前に発信機を付けて追跡調査などもして
いますので、ここは車との接触の多い危険な場所だと
いうのが分かっているので、そこにポールの幅を実験
した上で立てていきます。
感電事故に対しても、危険な場所に近づくのを防ぐた
めに邪魔になるバードチェッカーを付けますが、いろ
いろな色、形を開発してみて、しかも、電力会社さん
と一緒に開発して、これを付けることでこういう事故
を二度と起こさないようにしています。
風力発電も増えていますが、プロペラ型ではない新し
い形が導入できないのかというのをセンターで実験し
たりしています。
いろいろな取り組みでは、彼らがいて実験できます・
協力できます、というのがあるのです。いろいろな事
業がありますけども、ステークホルダーといわれる事
業者と対立したいわけではなくて、こういう器具どう
でしょうか、こういうシートはどうでしょうか、など
どのように解決していくかの話し合いの場、協議の場
を作り出してくれるのが、ある意味、鳥たちがいるお
かげだなと思っています。
近年は、先ほどご紹介いただいたように太陽光発電、
いま釧路湿原の近隣で多数の太陽光発電が開発されて
いて、５～６年前から急増しているのです。私たちも
決して全部ダメだと言っているわけでないです。太陽
光がダメだと言っているわけでもないです。「ここは
ダメだ」と申し上げているのです。
そのひとつとしては、チュウヒ。全国的に数が少なく
なっているチュウヒが餌をとる、もしくは巣を作る場
所、チュウヒに限らず今はほぼ絶滅してしまったので
はないかと心配されているシマアオジとかオオジシ
ギ、そしてタンチョウなども利用する地域でわざわざ
切り開いてまで作らなきゃならないのかという矛盾に
多くの市民の方々が賛同の声をあげてくれたことで、
今の動きになっていると感じています。
場所によっては全然作ることに対して何の問題もない
と思いますし、事前に調査をして影響がない形で進め
られるのであれば、開発行為が私たちの利用にも経済
の発展にもつながるものだと思っています。
こちらは海外の事例になるのですが、ロシアで石油天
然ガスの開発がすごく盛んに行われています。例えば、
オオワシに発信機を付けて追ってみると、彼らにして
みれば国境ないので、冬はサハリンから北海道に渡っ
て来て、夏になると戻って繁殖して、もしくはカムチャ
ツカに行く個体もいるのです。こういう渡りルートが
見えてきます。
ひとたび、森を切り開かれてパイプラインが作られて
いると、繁殖できないオオワシが増えてしまい、ヒナ
が生まれない。または、油汚染事故が起きると、この
界隈のものがオオワシに限らず大打撃をくらってしま
う。という意味では、人の経済活動というのは、国を

またいでも影響を及ぼすということから、私が北海道
に住む中では、北海道で暮らしてくれる鳥たち、冬を
過ごしてくれるワシたちが健全に過ごして、無事に繁
殖地に帰れるように過ごしてもらう、その責任がある
なと感じるのです。国内だけではなく海外の事例にも
注目していく必要があるなと痛感しています。
太陽光、ここまでというのは私たちも予想外ではある
のですけれども、いろんなことが日々起きていますが、
やっぱり人が何かを起こしているというのは垣間見え
てきます。ぜひ皆さんと一緒に何かできないか、もし
くは発信していくこともご協力いただければすごく嬉
しく思います。ホームページや SNS もやっておりま
すので、今日の夜、アルピニストの野口健さんがいま
釧路に入られております。きょうの夜、うちの代表の
齊藤慶輔とのクロストークがありますが、いろんな形
で皆さんが告知にご協力いただけると嬉しいですし、
何よりも事業でもご利用いただきましたが、釧路湿原
野生生物保護センターにはこういうワシたち、野生に
は帰ることはできないけど活躍してくれるワシたちが
いますので、それを見て感じていただいて、お知り合
いの方に広めていただいたて、それこそ環境教育やい
ろんなイベント中でご利用いただけると、そこから広
がりも見えるかなと思いますので、ぜひご活用くださ
い。
来館者数を増やさないと予算が削られてしまうという
実情もありますので、皆さんにご利用いただかねばと
痛感しております。
本日は、こういったご紹介いただけるお時間いただき
まして、ありがとうございます。ぜひ遠慮なくご相談
ください。どうぞよろしくお願いいたします。

会長謝辞
　渡邊さん、どうもありがとうございました。今日ご
覧になってオジロワシ、オオワシ以外にもチュウヒと
いうものも非常にいま希少種で、私が調べたところ全
国で 150 組ぐらいのつがいしかいないのです。シマ
フクロウよりむしろ少ないのではないかというぐらい
のチュウヒも希少種で釧路湿原にいるということで、
そういった鳥の保護活動とかされている貴重な研究所
ですので、お子さん連れや大人の方もぜひぜひ研究所
に訪れてみていただければと思います。
私いまバッジ付けているのですが、猛禽類のピンバッ
ジも売っていますので、ぜひ買ってください。私もク
ラウドファンディングやって、齊藤先生のデザインさ
れたものなのかな、水筒とか持っていますので、ぜひ
皆さん一人でも多く行っていただければと思います。
本日は本当にありがとうございました。
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　　　　　　　   荒井　　剛会長
　皆さん、こんに
ちは。明日からい
よいよ地区大会が
始まります。明日
の夜、釧路ナイト
がありますので、
ご出席の方、どう

ぞよろしくお願いいたします。
　タイから今のガバナーと昨年度のガバナーともう一
方の３名が釧路に来られます。明日の晩餐会のあとに、
釧路ナイトのあとの二次会にガバナーなど３名を連れ
て行くことになっております。釧路ナイトにご参加の
方、タイから来られた３名の方と交流していただけれ
ばと思います。私が責任をもって連れて行きますので
よろしくお願いいたします。
　その地区大会について一言、お話したいと思います。
　明日の10月24日は、ポリオデーと呼ばれています。
ポリオデーなので幣舞橋周辺のＭＯＯの横・EGGに
いま看板を掛けていますが、明日の午後４時過ぎに夕
日に合わせてポリオ撲滅運動のシャツを着て、皆さん
と歩いてライトアップをするイベントがあります。ご
都合のつく方はぜひそこに参加していただければと思
います。
　このポリオ撲滅運動ですけれど、いろいろなところ
で言われていますが、大事な話なので改めて説明した
いと思います。
　ロータリーが長年取り組んでいるイベントないし活

動の中で一番、世界にとっていいことだと、いいこと
をしているのだな、というのがポリオ撲滅運動だと言
われております。
　これは、1985 年に開始しましたが、当時は年間
35万人くらいの子どもたちが「小児マヒ」、いわゆる
ポリオに罹っていたのですが、その年をきっかけに、
ワクチン接種がフィリピンから始まりました。ロータ
リーが先駆けていろいろな活動を行いました。
　どこと組んだのかですが、世界保健機構のＷＨＯ、
ユニセフ、マイクロソフトのビル・ゲイツ財団と手を
組んで、今でも毎年、多額の資金を投入した結果、
99.9 パーセントまで撲滅に至っております。
　よく言われているのが、99.9 パーセントまで減っ
たものの、パキスタンとアフガニスタンではまだ何例
か出ていることから 100 パーセントに至っていませ
ん。ここで、99.9 パーセントまで行ったのだから、
そんなにお金をつぎ込まなくてもいいのではないか、
とかロータリーとして別のことをやったほうがいいの
ではないか、とか自分たちが出すお金をポリオにかけ
なくてもいいのではないか、日本ではポリオが撲滅で
きているから関係ないのではないか、という声がチラ
チラ出ていますけど、ここがすごく大事だと言われて
います。
　99.9 パーセントだとしても、ほぉっておいて、こ
こで止めると 10年以内に年間 20万人くらいの小児
マヒを起こす可能性のあるポリオに感染する子どもた
ちが一気に増えて、これが止まらなくなるので、
99.9パーセントの先の100パーセントに行くために、

今こそお金をつぎ込まなくてはいけないと言われてい
るそうです。
　今年の国際大会で、ビル・ゲイツ財団とロータリー
が約束したことがあります。この３年間で４億 5000
万ドルをつぎ込むと言われております。ロータリーは
年間 5000 万ドル、ビル・ゲイツ財団はその倍の１億
ドル、これを３年続けるので４億 5000 万ドルつぎ込
むと言われています。
　皆さんから「ポリオ・プラス」のために出資いただ
いているお金は、年会費の中に入れて払っていただい
ております。これ、いくらかというと上期 1000 円、
下期 1000 円で合計 2000 円をいただいております。
皆さんからいただいた 2000 円が日本全国から、世界
のロータリアンから集まったものがポリオ撲滅に渡っ
ていると理解していただきたいと思います。
　各会員からは２000 円ですがポリオ撲滅運動につ
ながって、自分たちがロータリアンとして活動してい
る中で、もし、100 パーセントに達したら自分たち
が出したお金少しがそれにつながったと他の人に説明
できるのではないかと思います。ぜひ、ご協力のほど、
最後までよろしくお願いします。
　では、明日からの地区大会、よろしくお願いいたし
ます。以上です。

幹事報告　田坂　　渉副幹事
　皆さん、こんにちは。会長からお話がありましたが、
地区大会が明日から開催されます。明日はポリオデー
ということで幣舞橋周辺の行進があります。後ほど、
ポリオデーにちなんだ募金箱を回しますので協力をお
願いいたします。
　明日は釧路ナイトとして 18時から『はたご家』で
予定しておりますのでよろしくお願いします。
　土曜日は受付登録が９時からとなっております。９
時 15分に国際交流センターの正面玄関で記念写真の
撮影がありますのでご参加の方は集合をよろしくお願
いします。
　以上です。 

90 周年実行委員会についての報告
　　　　　　　　　工藤　彦夫会長エレクト

　皆さん、こんにち
は。90周年につい
てご報告いたしま
す。
　先般の理事会で承
認を受けたことです
が、実行委員会体制

にすることと、実行委員長とそのメンバーについても
承認を受けました。実行委員長には大変ご苦労をかけ
ると思いますけれどよろしくお願いいたします。

　実行委員長を脇弘幸君にお願いしております。脇君
です。よろしくお願いいたします。
脇君、一言、お願いします。　

創立 90周年記念実行委員会　脇　　弘幸実行委員長
　皆さん、こんにち
は。ただいま、工藤
会長エレクトからお
話がありましたとお
り、来年予定してい
る創立 90周年記念
実行委員会の実行委

員長を務めさせていただきます。
　この長い歴史、90年という時をつないできたクラ
ブの周年の実行委員長を務めさせていただくというの
は、私自身にとって大変光栄なことと思っております。
　ただ、50周年の実行委員長が清水パストガバナー、
60周年が泉パスト会長、70周年が吉田潤司パストガ
バナー、そして前回の 80周年は尾越パスト会長が務
められたことで、この並びの中で、本当に私でいいの
かととても不安になるところでありますが、そこは皆
さん一人一人の力をお借りしてしっかりと準備をし
て、釧路ロータリークラブにふさわしい 90周年を準
備し、実行していきたいと思っていますので、皆さん、
どうぞよろしくお願いいたします。
　もう少し時間をいただいて。いま、実行委員会の組
織が少しずつ出来上がってきています。実行委員会の
役について皆さんにご報告をさせていただきます。
　副実行委員長に杉村荘平君、実行委員会幹事に濱口
憲太君、そして今回は４つの部会の部会長を選任して
おります。その４人部会長をフォローしまとめていた
だく統括部会長を選任させていただきました。二人お
りますが、一人目の統括部会長は浅川正紳君、二人目
の統括部会長が中島徳政君。そして、部会長が４名お
ります。一人目が池田一己君、同じく部会長・松井聖
治君、同じく部会長・村上祐二君、４人目の部会長・
日理一哉君。以上のメンバーが中心になって 90周年
の実行委員会がしっかりリードしていきたいと考えて
おります。
　どうか皆様も会員が一丸となって、釧路ロータリー
クラブにふさわしい 90周年を実行したいと考えてお
ります。そして、みんなで一緒にお祝いをしたいと思
いますので、どうぞよろしくお願いいたします。あり
がとうございました。

社会奉仕委員会　得地　　哉委員長
　皆さん、こんに
ちは。社会奉仕委
員会委員長の得地
です。よろしくお
願いいたします。
　池田副会長がニ
コニコをしている
のに私がしていない事実にいま気づきました。
　体験ツアーについて簡単に報告したいと思います。
地区補助金事業を活用した事業です。ご存じのとおり
釧路地域の小学校３年生から６年生を対象として、講
師に釧路湿原の魅力を伝えていただく事業として今回
で３回目になります。私は今回、初めての参加でした
が、なで今までの２回に参加していなかったのか、本
当に悔しいくらい楽しい事業でした。
　内容は、10月４～５日で、参加人数は両日ともに
小学生 20名程度と大人が 13名程度で、各日 30名
強で行われました。
　私は４日に参加しました。冒頭のセレモニーで釧路
湿原展望台前において平澤ガバナー補佐、荒井会長か
らご挨拶をいただき、その後、展望台の見学を行いま
した。展望台の施設は古くて、少し陳腐化、老朽化し
ている感じはありますが、状態を知っていただくのに
は十分な資料かと思います。
　そのあとは温根内ビジターセンターに移動して、全
員が胴長を着用して湿原の中に入って行きました。ガ
イドの方を先頭にして川を渡って、湿原の中に入って
行くのですが、川を越えたあたりはぬかるみが多くて、
木下さんと私は巨体なことで何度もズボズボはまりな
がら進んで行きました。奥に入って行くと湿原の上は
水の上ですからフワフワな状態です。ウオーターベッ
トの上を歩いている感じでした。
　だんだん木が少なくなって、低い木が中心になると、
木の樹齢の測り方を教えていただく機会がありまし
た。すると、そんなに太い木でなくても樹齢が 55年
とかあるのを知って、湿原って大変な所だな、と感じ
ました。
　水の上の草の上で大人がジャンプして、その衝撃を
子どもが体感することも行いました。聞くところによ
ると 1.5 メートル以上も堆積しているという状態のよ
うです。
　ずーっと奥に入って行くと『ヤチマナコ』、底なし
沼みたいな所、そこに入る体験もさせていただきまし
た。私はもちろん支えてもらえないので、入れてもら
えませんでした。子どもたちは両脇を大人たちに抱え
られてヤチマナコにズボーンと入る体験もしました。

ヤチマナコの見極め方も教えていただきました。湿原
の中に入ることはなかなかないと思いますが、水草が
浮いている。ほかの所は水があって水草が浮いていな
い。明らかに水草らしいものがチョボチョボと浮いて
いる所はヤチマナコだから注意してください、という
ことでしたから皆さんがもし湿原に入る機会がありま
したら気を付けていただきたいと思います。
　出発地点に戻って来て記念撮影を行って湿原展望台
でお昼ごはんを食べました。
　そのあと、釧路湿原野生生物保護センターへ移動し
て、本日の講師でもある渡邊先生からシマフクロウ、
オオワシ、オジロワシの生態、おかれている現状など
を中心にレクチャーをいただきました。そのあとは、
２班に分かれて野生生物保護センターの展示施設の見
学を行いました。猛禽類医学研究所バックヤードツ
アーでワシなどがたくさんいる所を見せていただきま
した。
すべて終了したあと鳥取神社へ移動して、子どもたち
の振り返り学習がありました。その中ではソーラーパ
ネルをテーマにして講師との掛け合いで進めて、最後
に釧路湿原を守るための大人へのメッセージを画用紙
に書いて発表していただきました。
子どもたちから様々なメッセージがありました。そこ
で未来を担う子どもたちのために、この自然を守って
いくことの大切さを改めて痛感した次第です。
最後にアンケートに記入して終了となりました。
今回で３回目です。補助金事業としては一区切りとな
りますが、次回以降は今までの湿原西側から東側に舞
台を移して、冬の時期に行うか、カヌーを行うかなど
いろいろ企画されているようなので、私も楽しみにし
ています。皆さんも来年度以降にも参加していただけ
ればと思います。報告は以上です。
続きまして、講師のご紹介をさせていただきます。
先般、釧路市にメガソーラー建設に対して猛禽類医学
研究所の齊藤代表が独自の報告書を提出されました
が、その際にも同席されておりました株式会社猛禽類
医学研究所副代表。獣医師の渡邊有希子先生です。
　渡邊先生は宮城県生まれで、帯広畜産大学畜産学部
獣医学科家畜解剖学講座を卒業されました。在学中に
ゼニガタアザラシの研究に携わったことをきっかけに
して、野生動物の保全活動を始めたそうです。現在は、
猛禽類医学研究所副代表・獣医師として釧路湿原野生
生物保護センターを拠点にシマフクロウやオジロワ
シ、オオワシの保護増殖事業、傷病鳥類の救護、鳥類
の鉛中毒や油汚染、鳥インフルエンザ感染症などの対
応に従事されております。 
　現在、環境省希少野生動植物種保存推進委員、北海
道獣医師会野生動物部会委員、釧路市社会文化財保護
審議会委員などを務められております。
　それでは、渡邊先生、よろしくお願いいたします。

猛禽類医学研究所 副代表、獣医師・渡辺有希子様
　ご紹介いただき
ましてありがとう
ございます。本日
このような貴重な
ご機会をいただき
まして御礼申し上
げます。また、先
般行われました行事のところでも子どもたちはもちろ
んなのですけども、参加された大人の方々も汗だくに
なりながらも楽しかったという感想をおっしゃってい
たのがすごく印象的で、私たち環境教育にも力は入れ
ているのですが、子どもにも体験してもらうというの
も大事って思いつつも、大人も体験していただくとい
うのはすごく大事だなと改めて感じた次第です。
本日はいただいた時間の中で、釧路湿原野生生物保護
センターで行われている活動をご紹介させていただこ
うと思って、いくつかスライドをご用意しています。
私たち猛禽類研究所は株式会社でして、民間の会社に
なるのですけども、こちらの野生生物保護センターは
環境省の施設ですが、環境省から業務委託を受ける形
でこちらのセンターの運営に関与しております。実際
には、収容として傷病収容っていうものは、傷ついた
ワシ、フクロウなどが運び込まれて来ます。私たちも
全ての動物が貴重なのは分かってはいるものの、その
中でも生態系の頂点に位置する猛禽類、アンブレラ種
に着目して、彼ら猛禽類を守ることがその傘の下にい
る動物たちも守ることにつながるという概念から希少
種の救護に携わっているのです。実は救護というのは、
ケガをしたものだけではなくて、死亡個体も全て集め
てもらっています。今週の日曜日に千歳のほうで一般
の方から「飛べないオジロワシの幼鳥がいる」と通報
いただいて、環境省と協力をして搬送してきました。
ひとつは愛護的観点、救護というのは発見した時に「何
とかしたい」と思う、いま日本人が持っている当たり
前の気持ちというのを大事にしていきたいなと思いま
す。これも平和だからという観点もあるのですけれど
も、他の動物に対して、環境に対して、注目していく、
慈しんでいく考え方を大事にしていきたいなと感じて
います。
なので、社会科学、人文科学にも通じるところなので
すけれども、命を救おうと思う気持ちに応えていきた
い。また、それを環境教育につなげていったり、それ
こそ救護というのは市民の皆さんが参加するきっかけ
になります。そこから行政につなぐきっかけにもなる
と思っております。一方で、救護、命助ける云々だけ
ではなくて、一羽一羽の命が次世代を生み出す貴重な
きっかけの命のつながりですし、鳥類臨床というのは
なかなかないのです。獣医の中でも小鳥とかの臨床や

られている先生がものすごく少なくって、なかなかペ
イしないっていう事情もあるのですが、治療リハビリ
技術の向上という意味では、私たちはティーチング・
ホスピタルとして、日本国内には他にはない医療機器
を揃えつつ、獣医学生さんや先生方にも来ていただい
て学んでいただく施設にしたいと思っています。
収容原因、一羽を助けることに重点を置くだけではな
くて、何が起きているのかの収容原因を解明すること
で、鳥インフルエンザのように人にも来うる感染症が
あります。実は今朝、根室で回収されたカラスの死体
が簡易検査で陽性が出ましたので、おそらく夕方に発
表なると思うのですけれども、昨年も鳥インフルエン
ザたくさん発生しました。哺乳類に感染しうる状況に
なっていて、アザラシやラッコを私たちが初発見した
のですけども、これが牛にくるかもしれない、皆さん
の飼っている猫にくるかもしれないというところで正
しく怖がりつつ、対応していくのがすごく大事なこと
になります。
きっかけとして、大量死につながるような人にも来う
るような病気は、傷ついた鳥たち、亡くなった鳥たち
が教えてくれる窓口だと考えてこの救護活動を行って
います。
この観点からするとＳＤＧｓでは、小学生もみんな頑
張って取り組もうという形で一丸となっています。こ
れはウエディングケーキと呼ばれるＳＤＧｓの構造図
ですけれども、根幹をなす環境はすごく大事で、社会
経済の発展には土台となる環境がいかにしっかりして
いるかが大事ですというのが、どおしても忘れがちな
のですけど、ここを私たちも皆さんに伝えるきっかけ
にしたいと思って、救護のお話などをさせていただい
ておりました。
『ベック』と私たち名付けているオジロワシの個体で
す。ひとつの事例としてご紹介しようと思ってスライ
ド用意しています。網走で発見された個体です。見て
いただくと、ちょっとクチバシ変だなと。こちらのク
チバシないというのがお分かりかと思うのですが、ク
チバシがないので自分で食べることができないので
す。人工のクチバシを付けることで、ちょっとカクカ
クしてしまった動画ですけれども、自分で食べられる
ようになったのです。良かったねというストーリーで
はあるのですが、ここに至るまではたくさんの方々の
協力を得ています。
収容当初です。交通事故なので頭を打って、ずりむけ
状態で運び込まれて来て、それから半年近くかけて皮
膚移植などしながら、私たちにも初めての試みなので
すけども、良くなってきました。でも今度は、「クチ
バシをどうやって作ればいいのだろう」と。獣医師と
いうのはその分野は得意ではないのです。髪の毛や爪
と同じ素材なのですけれども、作ってみても、どうも
重くて付けられませんでした。接着面がどうしても擦

れて血が出てしまったりして、難儀しました。
その際に協力してもらったのが、歯医者さん、歯科技
工士さんなのです。「こういう困っている鳥がいる」
ということを知っていただいた時に、「自分にも何か
できるかも」という形でご協力いただきました。来て
いただいて麻酔をかけながら、ベックの頭の型取りを
して、フィットする型を作って義歯・人工のクチバシ
を作っていただきました。当然、フィッテング、これ
を合わせなきゃいけないので技工士さんに来ていただ
いて、「ちょっとここ出ているから削りましょう」み
たいに。皆さんが歯医者さんで経験されるのと同じで
す。
こんなことは私たちにはできないし、知らないのです。
でも、私たちが一人でやるべきものではないと思って
いて、皆さんのいろんな知見、技術などをお借りしな
がら一緒にやっていく。ベックがいることで一緒に
やっていくきっかけになったとすごく感じました。
出来上がったものを付けてもらうと、オジロワシっぽ
い顔つきに戻ってきました。自分でご飯も食べられる
というのが、この画像です。上のクチバシがないと、
つまむことができなません。餌を喉の奥に送り込むこ
とができないことから、つまみ上げて食べる仕草だけ
でも、すごくクチバシって大事なのだなと教えても
らった事例です。
こういった事例があると、NHKの『ダーウィンが来た』
でも取り上げてもらって、いまオンデマンドでも見ら
れるようなので、もしよろしければ見ていただければ
と思うのです。ダーウィンの放送の中でも、年間のア
ワードで７位になって再放送されているのですが、広
く日本中で皆さんに知っていただくきっかけになった
鳥がベックでした。
このようなさまざまな鳥たちがセンターに運び込まれ
て来ますが、基本的には希少種といわれる鳥、これは
オオワシ。世界中のバードウォッチャーが憧れる鳥で、
オホーツクにしかいない、冬場は日本でしか見ること
ができない鳥なのです。すごく綺麗な鳥です。ちょっ
と小さいけれどもオジロワシ、これはこれでシャープ
な綺麗な鳥なのです。冬場にこれだけのオオワシ、オ
ジロワシが集まる場所というのは世界的にもすごく珍
しい所なのです。なので、海外のバードウォッチャー
もこれを求めて見に来る。観光資源としてのポテン
シャルもとても高いのです。
また、シマフクロウも北海道にしか生息しない世界最
大級のフクロウなのです。これがヒナですが、シマフ
クロウのヒナも『トトロ』のモチーフになったのでは
ないかと個人的に思っていますが、数が少ない絶滅危
惧種の鳥なのです。
それがケガをして運び込まれて、運よく包丁で切ると
いうのは全体の 30％ぐらいです。決して多くはない
です。世界的な基準でからすると高い水準は保ててい

るとは自負しているのですけれども、いかんせん収容
される時点で重傷を負っている個体が多いのです。い
かに早く発見して、早く運んで来る、治療につなげる、
もしくは予防をする、というところが大事になってく
ると思っています。
こちらのグラフが収容したオオワシ、オジロワシ、シ
マフクロウの収容原因を分析しています。年によって
若干トレンドが出てきます。近年は、エゾシカと列車
事故が増えていることも含めて背景として、エゾシカ
が先にひかれて、それを餌として求めて来た鳥たちが
自分たちもひかれてしまうという事故が顕在化してい
ます。風車の事故も増えてきています。風車の建設が
増えれば増えるほど事故も 2003 年から極端に増えた
なと感じています。
分析をしていくと、死亡個体のほうが多いのですけど、
彼らの声は、人の声ではないけれども、彼らのメッセー
ジを紐解いて、それを解決していきたいというのが私
たちの大事な活動のひとつでもあります。
救護はひとつのツールであって、それに対して究明す
る、そして技術開発を重ねていく、それによって彼ら
の受けている問題、分析していくとほとんどが人の経
済活動、車に関連する、列車に関連する、もしくはエ
ネルギーに関連する、もしくは商業ベースに関連する
事故に見舞われているというのが分かってきて、それ
をいかに改善するかというのは、やっぱり人が起こし
ている以上は人が何とかすべきだと感じています。
もうひとつ、活躍してくれる野生に帰ることはできな
い鳥たちです。片方の翼がない状態でワシたちがセン
ターにおります。日曜日に運び込まれたオジロワシも
幼鳥なのですけども、その間ずっと飛べない時が一月
以上あったのだと思います。もう骨がボロボロで腐り
かけていたのです。けど、親は飛べない幼鳥に対して、
ずっとご飯を運び続けてくれていたのです。生き延び
ることができていたけれど、残念ながら羽を整復する
ことはできず、昨日、断翼、翼を切る手術をしました。
そのまま残していると、壊死すると敗血症になってし
まうので、翼を切る選択をしました。野生にはもう帰
れない。こういった形で他の仲間たちとセンターで暮
らしてもらおうと思うのですが、今度はどう彼らに生
きてもらうかです。勝手なのですけども、彼らに教え
てもらいたいと思って実験を繰り返しています。
例えば、ワシが飛べるケージのここにワシいるのです。
こういうポールを立てます。この幅を見ているのです。
どの幅だったら間通って来るけど、この幅だったらよ
けてくれる。それをどう活用するかというと、実際の
事故現場に持って行って活用していくのです。写真小
さくて見えにくいのですけど、環状線を通って行くと、
道路の横に金属のポールがたくさん並んでいる所があ
ります。あれはオジロワシの事故対策として、こうい
うポールを立てることで鳥たちにこの上を飛んでもら

うのです。事前に発信機を付けて追跡調査などもして
いますので、ここは車との接触の多い危険な場所だと
いうのが分かっているので、そこにポールの幅を実験
した上で立てていきます。
感電事故に対しても、危険な場所に近づくのを防ぐた
めに邪魔になるバードチェッカーを付けますが、いろ
いろな色、形を開発してみて、しかも、電力会社さん
と一緒に開発して、これを付けることでこういう事故
を二度と起こさないようにしています。
風力発電も増えていますが、プロペラ型ではない新し
い形が導入できないのかというのをセンターで実験し
たりしています。
いろいろな取り組みでは、彼らがいて実験できます・
協力できます、というのがあるのです。いろいろな事
業がありますけども、ステークホルダーといわれる事
業者と対立したいわけではなくて、こういう器具どう
でしょうか、こういうシートはどうでしょうか、など
どのように解決していくかの話し合いの場、協議の場
を作り出してくれるのが、ある意味、鳥たちがいるお
かげだなと思っています。
近年は、先ほどご紹介いただいたように太陽光発電、
いま釧路湿原の近隣で多数の太陽光発電が開発されて
いて、５～６年前から急増しているのです。私たちも
決して全部ダメだと言っているわけでないです。太陽
光がダメだと言っているわけでもないです。「ここは
ダメだ」と申し上げているのです。
そのひとつとしては、チュウヒ。全国的に数が少なく
なっているチュウヒが餌をとる、もしくは巣を作る場
所、チュウヒに限らず今はほぼ絶滅してしまったので
はないかと心配されているシマアオジとかオオジシ
ギ、そしてタンチョウなども利用する地域でわざわざ
切り開いてまで作らなきゃならないのかという矛盾に
多くの市民の方々が賛同の声をあげてくれたことで、
今の動きになっていると感じています。
場所によっては全然作ることに対して何の問題もない
と思いますし、事前に調査をして影響がない形で進め
られるのであれば、開発行為が私たちの利用にも経済
の発展にもつながるものだと思っています。
こちらは海外の事例になるのですが、ロシアで石油天
然ガスの開発がすごく盛んに行われています。例えば、
オオワシに発信機を付けて追ってみると、彼らにして
みれば国境ないので、冬はサハリンから北海道に渡っ
て来て、夏になると戻って繁殖して、もしくはカムチャ
ツカに行く個体もいるのです。こういう渡りルートが
見えてきます。
ひとたび、森を切り開かれてパイプラインが作られて
いると、繁殖できないオオワシが増えてしまい、ヒナ
が生まれない。または、油汚染事故が起きると、この
界隈のものがオオワシに限らず大打撃をくらってしま
う。という意味では、人の経済活動というのは、国を

またいでも影響を及ぼすということから、私が北海道
に住む中では、北海道で暮らしてくれる鳥たち、冬を
過ごしてくれるワシたちが健全に過ごして、無事に繁
殖地に帰れるように過ごしてもらう、その責任がある
なと感じるのです。国内だけではなく海外の事例にも
注目していく必要があるなと痛感しています。
太陽光、ここまでというのは私たちも予想外ではある
のですけれども、いろんなことが日々起きていますが、
やっぱり人が何かを起こしているというのは垣間見え
てきます。ぜひ皆さんと一緒に何かできないか、もし
くは発信していくこともご協力いただければすごく嬉
しく思います。ホームページや SNS もやっておりま
すので、今日の夜、アルピニストの野口健さんがいま
釧路に入られております。きょうの夜、うちの代表の
齊藤慶輔とのクロストークがありますが、いろんな形
で皆さんが告知にご協力いただけると嬉しいですし、
何よりも事業でもご利用いただきましたが、釧路湿原
野生生物保護センターにはこういうワシたち、野生に
は帰ることはできないけど活躍してくれるワシたちが
いますので、それを見て感じていただいて、お知り合
いの方に広めていただいたて、それこそ環境教育やい
ろんなイベント中でご利用いただけると、そこから広
がりも見えるかなと思いますので、ぜひご活用くださ
い。
来館者数を増やさないと予算が削られてしまうという
実情もありますので、皆さんにご利用いただかねばと
痛感しております。
本日は、こういったご紹介いただけるお時間いただき
まして、ありがとうございます。ぜひ遠慮なくご相談
ください。どうぞよろしくお願いいたします。

会長謝辞
　渡邊さん、どうもありがとうございました。今日ご
覧になってオジロワシ、オオワシ以外にもチュウヒと
いうものも非常にいま希少種で、私が調べたところ全
国で 150 組ぐらいのつがいしかいないのです。シマ
フクロウよりむしろ少ないのではないかというぐらい
のチュウヒも希少種で釧路湿原にいるということで、
そういった鳥の保護活動とかされている貴重な研究所
ですので、お子さん連れや大人の方もぜひぜひ研究所
に訪れてみていただければと思います。
私いまバッジ付けているのですが、猛禽類のピンバッ
ジも売っていますので、ぜひ買ってください。私もク
ラウドファンディングやって、齊藤先生のデザインさ
れたものなのかな、水筒とか持っていますので、ぜひ
皆さん一人でも多く行っていただければと思います。
本日は本当にありがとうございました。
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　　　　　　　   荒井　　剛会長
　皆さん、こんに
ちは。明日からい
よいよ地区大会が
始まります。明日
の夜、釧路ナイト
がありますので、
ご出席の方、どう

ぞよろしくお願いいたします。
　タイから今のガバナーと昨年度のガバナーともう一
方の３名が釧路に来られます。明日の晩餐会のあとに、
釧路ナイトのあとの二次会にガバナーなど３名を連れ
て行くことになっております。釧路ナイトにご参加の
方、タイから来られた３名の方と交流していただけれ
ばと思います。私が責任をもって連れて行きますので
よろしくお願いいたします。
　その地区大会について一言、お話したいと思います。
　明日の10月24日は、ポリオデーと呼ばれています。
ポリオデーなので幣舞橋周辺のＭＯＯの横・EGGに
いま看板を掛けていますが、明日の午後４時過ぎに夕
日に合わせてポリオ撲滅運動のシャツを着て、皆さん
と歩いてライトアップをするイベントがあります。ご
都合のつく方はぜひそこに参加していただければと思
います。
　このポリオ撲滅運動ですけれど、いろいろなところ
で言われていますが、大事な話なので改めて説明した
いと思います。
　ロータリーが長年取り組んでいるイベントないし活

動の中で一番、世界にとっていいことだと、いいこと
をしているのだな、というのがポリオ撲滅運動だと言
われております。
　これは、1985 年に開始しましたが、当時は年間
35万人くらいの子どもたちが「小児マヒ」、いわゆる
ポリオに罹っていたのですが、その年をきっかけに、
ワクチン接種がフィリピンから始まりました。ロータ
リーが先駆けていろいろな活動を行いました。
　どこと組んだのかですが、世界保健機構のＷＨＯ、
ユニセフ、マイクロソフトのビル・ゲイツ財団と手を
組んで、今でも毎年、多額の資金を投入した結果、
99.9 パーセントまで撲滅に至っております。
　よく言われているのが、99.9 パーセントまで減っ
たものの、パキスタンとアフガニスタンではまだ何例
か出ていることから 100 パーセントに至っていませ
ん。ここで、99.9 パーセントまで行ったのだから、
そんなにお金をつぎ込まなくてもいいのではないか、
とかロータリーとして別のことをやったほうがいいの
ではないか、とか自分たちが出すお金をポリオにかけ
なくてもいいのではないか、日本ではポリオが撲滅で
きているから関係ないのではないか、という声がチラ
チラ出ていますけど、ここがすごく大事だと言われて
います。
　99.9 パーセントだとしても、ほぉっておいて、こ
こで止めると 10年以内に年間 20万人くらいの小児
マヒを起こす可能性のあるポリオに感染する子どもた
ちが一気に増えて、これが止まらなくなるので、
99.9パーセントの先の100パーセントに行くために、

今こそお金をつぎ込まなくてはいけないと言われてい
るそうです。
　今年の国際大会で、ビル・ゲイツ財団とロータリー
が約束したことがあります。この３年間で４億 5000
万ドルをつぎ込むと言われております。ロータリーは
年間 5000 万ドル、ビル・ゲイツ財団はその倍の１億
ドル、これを３年続けるので４億 5000 万ドルつぎ込
むと言われています。
　皆さんから「ポリオ・プラス」のために出資いただ
いているお金は、年会費の中に入れて払っていただい
ております。これ、いくらかというと上期 1000 円、
下期 1000 円で合計 2000 円をいただいております。
皆さんからいただいた 2000 円が日本全国から、世界
のロータリアンから集まったものがポリオ撲滅に渡っ
ていると理解していただきたいと思います。
　各会員からは２000 円ですがポリオ撲滅運動につ
ながって、自分たちがロータリアンとして活動してい
る中で、もし、100 パーセントに達したら自分たち
が出したお金少しがそれにつながったと他の人に説明
できるのではないかと思います。ぜひ、ご協力のほど、
最後までよろしくお願いします。
　では、明日からの地区大会、よろしくお願いいたし
ます。以上です。

幹事報告　田坂　　渉副幹事
　皆さん、こんにちは。会長からお話がありましたが、
地区大会が明日から開催されます。明日はポリオデー
ということで幣舞橋周辺の行進があります。後ほど、
ポリオデーにちなんだ募金箱を回しますので協力をお
願いいたします。
　明日は釧路ナイトとして 18時から『はたご家』で
予定しておりますのでよろしくお願いします。
　土曜日は受付登録が９時からとなっております。９
時 15分に国際交流センターの正面玄関で記念写真の
撮影がありますのでご参加の方は集合をよろしくお願
いします。
　以上です。 

90 周年実行委員会についての報告
　　　　　　　　　工藤　彦夫会長エレクト

　皆さん、こんにち
は。90周年につい
てご報告いたしま
す。
　先般の理事会で承
認を受けたことです
が、実行委員会体制

にすることと、実行委員長とそのメンバーについても
承認を受けました。実行委員長には大変ご苦労をかけ
ると思いますけれどよろしくお願いいたします。

　実行委員長を脇弘幸君にお願いしております。脇君
です。よろしくお願いいたします。
脇君、一言、お願いします。　

創立 90周年記念実行委員会　脇　　弘幸実行委員長
　皆さん、こんにち
は。ただいま、工藤
会長エレクトからお
話がありましたとお
り、来年予定してい
る創立 90周年記念
実行委員会の実行委

員長を務めさせていただきます。
　この長い歴史、90年という時をつないできたクラ
ブの周年の実行委員長を務めさせていただくというの
は、私自身にとって大変光栄なことと思っております。
　ただ、50周年の実行委員長が清水パストガバナー、
60周年が泉パスト会長、70周年が吉田潤司パストガ
バナー、そして前回の 80周年は尾越パスト会長が務
められたことで、この並びの中で、本当に私でいいの
かととても不安になるところでありますが、そこは皆
さん一人一人の力をお借りしてしっかりと準備をし
て、釧路ロータリークラブにふさわしい 90周年を準
備し、実行していきたいと思っていますので、皆さん、
どうぞよろしくお願いいたします。
　もう少し時間をいただいて。いま、実行委員会の組
織が少しずつ出来上がってきています。実行委員会の
役について皆さんにご報告をさせていただきます。
　副実行委員長に杉村荘平君、実行委員会幹事に濱口
憲太君、そして今回は４つの部会の部会長を選任して
おります。その４人部会長をフォローしまとめていた
だく統括部会長を選任させていただきました。二人お
りますが、一人目の統括部会長は浅川正紳君、二人目
の統括部会長が中島徳政君。そして、部会長が４名お
ります。一人目が池田一己君、同じく部会長・松井聖
治君、同じく部会長・村上祐二君、４人目の部会長・
日理一哉君。以上のメンバーが中心になって 90周年
の実行委員会がしっかりリードしていきたいと考えて
おります。
　どうか皆様も会員が一丸となって、釧路ロータリー
クラブにふさわしい 90周年を実行したいと考えてお
ります。そして、みんなで一緒にお祝いをしたいと思
いますので、どうぞよろしくお願いいたします。あり
がとうございました。

社会奉仕委員会　得地　　哉委員長
　皆さん、こんに
ちは。社会奉仕委
員会委員長の得地
です。よろしくお
願いいたします。
　池田副会長がニ
コニコをしている
のに私がしていない事実にいま気づきました。
　体験ツアーについて簡単に報告したいと思います。
地区補助金事業を活用した事業です。ご存じのとおり
釧路地域の小学校３年生から６年生を対象として、講
師に釧路湿原の魅力を伝えていただく事業として今回
で３回目になります。私は今回、初めての参加でした
が、なで今までの２回に参加していなかったのか、本
当に悔しいくらい楽しい事業でした。
　内容は、10月４～５日で、参加人数は両日ともに
小学生 20名程度と大人が 13名程度で、各日 30名
強で行われました。
　私は４日に参加しました。冒頭のセレモニーで釧路
湿原展望台前において平澤ガバナー補佐、荒井会長か
らご挨拶をいただき、その後、展望台の見学を行いま
した。展望台の施設は古くて、少し陳腐化、老朽化し
ている感じはありますが、状態を知っていただくのに
は十分な資料かと思います。
　そのあとは温根内ビジターセンターに移動して、全
員が胴長を着用して湿原の中に入って行きました。ガ
イドの方を先頭にして川を渡って、湿原の中に入って
行くのですが、川を越えたあたりはぬかるみが多くて、
木下さんと私は巨体なことで何度もズボズボはまりな
がら進んで行きました。奥に入って行くと湿原の上は
水の上ですからフワフワな状態です。ウオーターベッ
トの上を歩いている感じでした。
　だんだん木が少なくなって、低い木が中心になると、
木の樹齢の測り方を教えていただく機会がありまし
た。すると、そんなに太い木でなくても樹齢が 55年
とかあるのを知って、湿原って大変な所だな、と感じ
ました。
　水の上の草の上で大人がジャンプして、その衝撃を
子どもが体感することも行いました。聞くところによ
ると 1.5 メートル以上も堆積しているという状態のよ
うです。
　ずーっと奥に入って行くと『ヤチマナコ』、底なし
沼みたいな所、そこに入る体験もさせていただきまし
た。私はもちろん支えてもらえないので、入れてもら
えませんでした。子どもたちは両脇を大人たちに抱え
られてヤチマナコにズボーンと入る体験もしました。

ヤチマナコの見極め方も教えていただきました。湿原
の中に入ることはなかなかないと思いますが、水草が
浮いている。ほかの所は水があって水草が浮いていな
い。明らかに水草らしいものがチョボチョボと浮いて
いる所はヤチマナコだから注意してください、という
ことでしたから皆さんがもし湿原に入る機会がありま
したら気を付けていただきたいと思います。
　出発地点に戻って来て記念撮影を行って湿原展望台
でお昼ごはんを食べました。
　そのあと、釧路湿原野生生物保護センターへ移動し
て、本日の講師でもある渡邊先生からシマフクロウ、
オオワシ、オジロワシの生態、おかれている現状など
を中心にレクチャーをいただきました。そのあとは、
２班に分かれて野生生物保護センターの展示施設の見
学を行いました。猛禽類医学研究所バックヤードツ
アーでワシなどがたくさんいる所を見せていただきま
した。
すべて終了したあと鳥取神社へ移動して、子どもたち
の振り返り学習がありました。その中ではソーラーパ
ネルをテーマにして講師との掛け合いで進めて、最後
に釧路湿原を守るための大人へのメッセージを画用紙
に書いて発表していただきました。
子どもたちから様々なメッセージがありました。そこ
で未来を担う子どもたちのために、この自然を守って
いくことの大切さを改めて痛感した次第です。
最後にアンケートに記入して終了となりました。
今回で３回目です。補助金事業としては一区切りとな
りますが、次回以降は今までの湿原西側から東側に舞
台を移して、冬の時期に行うか、カヌーを行うかなど
いろいろ企画されているようなので、私も楽しみにし
ています。皆さんも来年度以降にも参加していただけ
ればと思います。報告は以上です。
続きまして、講師のご紹介をさせていただきます。
先般、釧路市にメガソーラー建設に対して猛禽類医学
研究所の齊藤代表が独自の報告書を提出されました
が、その際にも同席されておりました株式会社猛禽類
医学研究所副代表。獣医師の渡邊有希子先生です。
　渡邊先生は宮城県生まれで、帯広畜産大学畜産学部
獣医学科家畜解剖学講座を卒業されました。在学中に
ゼニガタアザラシの研究に携わったことをきっかけに
して、野生動物の保全活動を始めたそうです。現在は、
猛禽類医学研究所副代表・獣医師として釧路湿原野生
生物保護センターを拠点にシマフクロウやオジロワ
シ、オオワシの保護増殖事業、傷病鳥類の救護、鳥類
の鉛中毒や油汚染、鳥インフルエンザ感染症などの対
応に従事されております。 
　現在、環境省希少野生動植物種保存推進委員、北海
道獣医師会野生動物部会委員、釧路市社会文化財保護
審議会委員などを務められております。
　それでは、渡邊先生、よろしくお願いいたします。

猛禽類医学研究所 副代表、獣医師・渡辺有希子様
　ご紹介いただき
ましてありがとう
ございます。本日
このような貴重な
ご機会をいただき
まして御礼申し上
げます。また、先
般行われました行事のところでも子どもたちはもちろ
んなのですけども、参加された大人の方々も汗だくに
なりながらも楽しかったという感想をおっしゃってい
たのがすごく印象的で、私たち環境教育にも力は入れ
ているのですが、子どもにも体験してもらうというの
も大事って思いつつも、大人も体験していただくとい
うのはすごく大事だなと改めて感じた次第です。
本日はいただいた時間の中で、釧路湿原野生生物保護
センターで行われている活動をご紹介させていただこ
うと思って、いくつかスライドをご用意しています。
私たち猛禽類研究所は株式会社でして、民間の会社に
なるのですけども、こちらの野生生物保護センターは
環境省の施設ですが、環境省から業務委託を受ける形
でこちらのセンターの運営に関与しております。実際
には、収容として傷病収容っていうものは、傷ついた
ワシ、フクロウなどが運び込まれて来ます。私たちも
全ての動物が貴重なのは分かってはいるものの、その
中でも生態系の頂点に位置する猛禽類、アンブレラ種
に着目して、彼ら猛禽類を守ることがその傘の下にい
る動物たちも守ることにつながるという概念から希少
種の救護に携わっているのです。実は救護というのは、
ケガをしたものだけではなくて、死亡個体も全て集め
てもらっています。今週の日曜日に千歳のほうで一般
の方から「飛べないオジロワシの幼鳥がいる」と通報
いただいて、環境省と協力をして搬送してきました。
ひとつは愛護的観点、救護というのは発見した時に「何
とかしたい」と思う、いま日本人が持っている当たり
前の気持ちというのを大事にしていきたいなと思いま
す。これも平和だからという観点もあるのですけれど
も、他の動物に対して、環境に対して、注目していく、
慈しんでいく考え方を大事にしていきたいなと感じて
います。
なので、社会科学、人文科学にも通じるところなので
すけれども、命を救おうと思う気持ちに応えていきた
い。また、それを環境教育につなげていったり、それ
こそ救護というのは市民の皆さんが参加するきっかけ
になります。そこから行政につなぐきっかけにもなる
と思っております。一方で、救護、命助ける云々だけ
ではなくて、一羽一羽の命が次世代を生み出す貴重な
きっかけの命のつながりですし、鳥類臨床というのは
なかなかないのです。獣医の中でも小鳥とかの臨床や

られている先生がものすごく少なくって、なかなかペ
イしないっていう事情もあるのですが、治療リハビリ
技術の向上という意味では、私たちはティーチング・
ホスピタルとして、日本国内には他にはない医療機器
を揃えつつ、獣医学生さんや先生方にも来ていただい
て学んでいただく施設にしたいと思っています。
収容原因、一羽を助けることに重点を置くだけではな
くて、何が起きているのかの収容原因を解明すること
で、鳥インフルエンザのように人にも来うる感染症が
あります。実は今朝、根室で回収されたカラスの死体
が簡易検査で陽性が出ましたので、おそらく夕方に発
表なると思うのですけれども、昨年も鳥インフルエン
ザたくさん発生しました。哺乳類に感染しうる状況に
なっていて、アザラシやラッコを私たちが初発見した
のですけども、これが牛にくるかもしれない、皆さん
の飼っている猫にくるかもしれないというところで正
しく怖がりつつ、対応していくのがすごく大事なこと
になります。
きっかけとして、大量死につながるような人にも来う
るような病気は、傷ついた鳥たち、亡くなった鳥たち
が教えてくれる窓口だと考えてこの救護活動を行って
います。
この観点からするとＳＤＧｓでは、小学生もみんな頑
張って取り組もうという形で一丸となっています。こ
れはウエディングケーキと呼ばれるＳＤＧｓの構造図
ですけれども、根幹をなす環境はすごく大事で、社会
経済の発展には土台となる環境がいかにしっかりして
いるかが大事ですというのが、どおしても忘れがちな
のですけど、ここを私たちも皆さんに伝えるきっかけ
にしたいと思って、救護のお話などをさせていただい
ておりました。
『ベック』と私たち名付けているオジロワシの個体で
す。ひとつの事例としてご紹介しようと思ってスライ
ド用意しています。網走で発見された個体です。見て
いただくと、ちょっとクチバシ変だなと。こちらのク
チバシないというのがお分かりかと思うのですが、ク
チバシがないので自分で食べることができないので
す。人工のクチバシを付けることで、ちょっとカクカ
クしてしまった動画ですけれども、自分で食べられる
ようになったのです。良かったねというストーリーで
はあるのですが、ここに至るまではたくさんの方々の
協力を得ています。
収容当初です。交通事故なので頭を打って、ずりむけ
状態で運び込まれて来て、それから半年近くかけて皮
膚移植などしながら、私たちにも初めての試みなので
すけども、良くなってきました。でも今度は、「クチ
バシをどうやって作ればいいのだろう」と。獣医師と
いうのはその分野は得意ではないのです。髪の毛や爪
と同じ素材なのですけれども、作ってみても、どうも
重くて付けられませんでした。接着面がどうしても擦

れて血が出てしまったりして、難儀しました。
その際に協力してもらったのが、歯医者さん、歯科技
工士さんなのです。「こういう困っている鳥がいる」
ということを知っていただいた時に、「自分にも何か
できるかも」という形でご協力いただきました。来て
いただいて麻酔をかけながら、ベックの頭の型取りを
して、フィットする型を作って義歯・人工のクチバシ
を作っていただきました。当然、フィッテング、これ
を合わせなきゃいけないので技工士さんに来ていただ
いて、「ちょっとここ出ているから削りましょう」み
たいに。皆さんが歯医者さんで経験されるのと同じで
す。
こんなことは私たちにはできないし、知らないのです。
でも、私たちが一人でやるべきものではないと思って
いて、皆さんのいろんな知見、技術などをお借りしな
がら一緒にやっていく。ベックがいることで一緒に
やっていくきっかけになったとすごく感じました。
出来上がったものを付けてもらうと、オジロワシっぽ
い顔つきに戻ってきました。自分でご飯も食べられる
というのが、この画像です。上のクチバシがないと、
つまむことができなません。餌を喉の奥に送り込むこ
とができないことから、つまみ上げて食べる仕草だけ
でも、すごくクチバシって大事なのだなと教えても
らった事例です。
こういった事例があると、NHKの『ダーウィンが来た』
でも取り上げてもらって、いまオンデマンドでも見ら
れるようなので、もしよろしければ見ていただければ
と思うのです。ダーウィンの放送の中でも、年間のア
ワードで７位になって再放送されているのですが、広
く日本中で皆さんに知っていただくきっかけになった
鳥がベックでした。
このようなさまざまな鳥たちがセンターに運び込まれ
て来ますが、基本的には希少種といわれる鳥、これは
オオワシ。世界中のバードウォッチャーが憧れる鳥で、
オホーツクにしかいない、冬場は日本でしか見ること
ができない鳥なのです。すごく綺麗な鳥です。ちょっ
と小さいけれどもオジロワシ、これはこれでシャープ
な綺麗な鳥なのです。冬場にこれだけのオオワシ、オ
ジロワシが集まる場所というのは世界的にもすごく珍
しい所なのです。なので、海外のバードウォッチャー
もこれを求めて見に来る。観光資源としてのポテン
シャルもとても高いのです。
また、シマフクロウも北海道にしか生息しない世界最
大級のフクロウなのです。これがヒナですが、シマフ
クロウのヒナも『トトロ』のモチーフになったのでは
ないかと個人的に思っていますが、数が少ない絶滅危
惧種の鳥なのです。
それがケガをして運び込まれて、運よく包丁で切ると
いうのは全体の 30％ぐらいです。決して多くはない
です。世界的な基準でからすると高い水準は保ててい

るとは自負しているのですけれども、いかんせん収容
される時点で重傷を負っている個体が多いのです。い
かに早く発見して、早く運んで来る、治療につなげる、
もしくは予防をする、というところが大事になってく
ると思っています。
こちらのグラフが収容したオオワシ、オジロワシ、シ
マフクロウの収容原因を分析しています。年によって
若干トレンドが出てきます。近年は、エゾシカと列車
事故が増えていることも含めて背景として、エゾシカ
が先にひかれて、それを餌として求めて来た鳥たちが
自分たちもひかれてしまうという事故が顕在化してい
ます。風車の事故も増えてきています。風車の建設が
増えれば増えるほど事故も 2003 年から極端に増えた
なと感じています。
分析をしていくと、死亡個体のほうが多いのですけど、
彼らの声は、人の声ではないけれども、彼らのメッセー
ジを紐解いて、それを解決していきたいというのが私
たちの大事な活動のひとつでもあります。
救護はひとつのツールであって、それに対して究明す
る、そして技術開発を重ねていく、それによって彼ら
の受けている問題、分析していくとほとんどが人の経
済活動、車に関連する、列車に関連する、もしくはエ
ネルギーに関連する、もしくは商業ベースに関連する
事故に見舞われているというのが分かってきて、それ
をいかに改善するかというのは、やっぱり人が起こし
ている以上は人が何とかすべきだと感じています。
もうひとつ、活躍してくれる野生に帰ることはできな
い鳥たちです。片方の翼がない状態でワシたちがセン
ターにおります。日曜日に運び込まれたオジロワシも
幼鳥なのですけども、その間ずっと飛べない時が一月
以上あったのだと思います。もう骨がボロボロで腐り
かけていたのです。けど、親は飛べない幼鳥に対して、
ずっとご飯を運び続けてくれていたのです。生き延び
ることができていたけれど、残念ながら羽を整復する
ことはできず、昨日、断翼、翼を切る手術をしました。
そのまま残していると、壊死すると敗血症になってし
まうので、翼を切る選択をしました。野生にはもう帰
れない。こういった形で他の仲間たちとセンターで暮
らしてもらおうと思うのですが、今度はどう彼らに生
きてもらうかです。勝手なのですけども、彼らに教え
てもらいたいと思って実験を繰り返しています。
例えば、ワシが飛べるケージのここにワシいるのです。
こういうポールを立てます。この幅を見ているのです。
どの幅だったら間通って来るけど、この幅だったらよ
けてくれる。それをどう活用するかというと、実際の
事故現場に持って行って活用していくのです。写真小
さくて見えにくいのですけど、環状線を通って行くと、
道路の横に金属のポールがたくさん並んでいる所があ
ります。あれはオジロワシの事故対策として、こうい
うポールを立てることで鳥たちにこの上を飛んでもら

うのです。事前に発信機を付けて追跡調査などもして
いますので、ここは車との接触の多い危険な場所だと
いうのが分かっているので、そこにポールの幅を実験
した上で立てていきます。
感電事故に対しても、危険な場所に近づくのを防ぐた
めに邪魔になるバードチェッカーを付けますが、いろ
いろな色、形を開発してみて、しかも、電力会社さん
と一緒に開発して、これを付けることでこういう事故
を二度と起こさないようにしています。
風力発電も増えていますが、プロペラ型ではない新し
い形が導入できないのかというのをセンターで実験し
たりしています。
いろいろな取り組みでは、彼らがいて実験できます・
協力できます、というのがあるのです。いろいろな事
業がありますけども、ステークホルダーといわれる事
業者と対立したいわけではなくて、こういう器具どう
でしょうか、こういうシートはどうでしょうか、など
どのように解決していくかの話し合いの場、協議の場
を作り出してくれるのが、ある意味、鳥たちがいるお
かげだなと思っています。
近年は、先ほどご紹介いただいたように太陽光発電、
いま釧路湿原の近隣で多数の太陽光発電が開発されて
いて、５～６年前から急増しているのです。私たちも
決して全部ダメだと言っているわけでないです。太陽
光がダメだと言っているわけでもないです。「ここは
ダメだ」と申し上げているのです。
そのひとつとしては、チュウヒ。全国的に数が少なく
なっているチュウヒが餌をとる、もしくは巣を作る場
所、チュウヒに限らず今はほぼ絶滅してしまったので
はないかと心配されているシマアオジとかオオジシ
ギ、そしてタンチョウなども利用する地域でわざわざ
切り開いてまで作らなきゃならないのかという矛盾に
多くの市民の方々が賛同の声をあげてくれたことで、
今の動きになっていると感じています。
場所によっては全然作ることに対して何の問題もない
と思いますし、事前に調査をして影響がない形で進め
られるのであれば、開発行為が私たちの利用にも経済
の発展にもつながるものだと思っています。
こちらは海外の事例になるのですが、ロシアで石油天
然ガスの開発がすごく盛んに行われています。例えば、
オオワシに発信機を付けて追ってみると、彼らにして
みれば国境ないので、冬はサハリンから北海道に渡っ
て来て、夏になると戻って繁殖して、もしくはカムチャ
ツカに行く個体もいるのです。こういう渡りルートが
見えてきます。
ひとたび、森を切り開かれてパイプラインが作られて
いると、繁殖できないオオワシが増えてしまい、ヒナ
が生まれない。または、油汚染事故が起きると、この
界隈のものがオオワシに限らず大打撃をくらってしま
う。という意味では、人の経済活動というのは、国を

またいでも影響を及ぼすということから、私が北海道
に住む中では、北海道で暮らしてくれる鳥たち、冬を
過ごしてくれるワシたちが健全に過ごして、無事に繁
殖地に帰れるように過ごしてもらう、その責任がある
なと感じるのです。国内だけではなく海外の事例にも
注目していく必要があるなと痛感しています。
太陽光、ここまでというのは私たちも予想外ではある
のですけれども、いろんなことが日々起きていますが、
やっぱり人が何かを起こしているというのは垣間見え
てきます。ぜひ皆さんと一緒に何かできないか、もし
くは発信していくこともご協力いただければすごく嬉
しく思います。ホームページや SNS もやっておりま
すので、今日の夜、アルピニストの野口健さんがいま
釧路に入られております。きょうの夜、うちの代表の
齊藤慶輔とのクロストークがありますが、いろんな形
で皆さんが告知にご協力いただけると嬉しいですし、
何よりも事業でもご利用いただきましたが、釧路湿原
野生生物保護センターにはこういうワシたち、野生に
は帰ることはできないけど活躍してくれるワシたちが
いますので、それを見て感じていただいて、お知り合
いの方に広めていただいたて、それこそ環境教育やい
ろんなイベント中でご利用いただけると、そこから広
がりも見えるかなと思いますので、ぜひご活用くださ
い。
来館者数を増やさないと予算が削られてしまうという
実情もありますので、皆さんにご利用いただかねばと
痛感しております。
本日は、こういったご紹介いただけるお時間いただき
まして、ありがとうございます。ぜひ遠慮なくご相談
ください。どうぞよろしくお願いいたします。

会長謝辞
　渡邊さん、どうもありがとうございました。今日ご
覧になってオジロワシ、オオワシ以外にもチュウヒと
いうものも非常にいま希少種で、私が調べたところ全
国で 150 組ぐらいのつがいしかいないのです。シマ
フクロウよりむしろ少ないのではないかというぐらい
のチュウヒも希少種で釧路湿原にいるということで、
そういった鳥の保護活動とかされている貴重な研究所
ですので、お子さん連れや大人の方もぜひぜひ研究所
に訪れてみていただければと思います。
私いまバッジ付けているのですが、猛禽類のピンバッ
ジも売っていますので、ぜひ買ってください。私もク
ラウドファンディングやって、齊藤先生のデザインさ
れたものなのかな、水筒とか持っていますので、ぜひ
皆さん一人でも多く行っていただければと思います。
本日は本当にありがとうございました。

本日のニコニコ献金

■舟木　　博君　徳島から高知まで台風の中、なんとか秋の遍路を終えました。合掌
■土橋　賢一君　30度超えの四国から帰ってきて寒さでびっくりです。二度目のお遍路から無事帰ってき
　　　　　　　　ました。
■荒井　　剛君　今週末ウィンドヒルスタジアムで開催される中学選抜野球大会に娘が所属する JTB 札幌も
　　　　　　　　参加することになりました。
■池田　一己君　10月 5日地区補助金事業　湿原ツアーに参加させて頂きました。釧路の小学生から高校
　　　　　　　　生まで未来に繋がる事業でした。

今年度累計　　99,000 円　　




